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２
　
月�

　
三
陸
道
の
鳴
瀬
奥
松
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ（
IC
）か
ら
石
巻
河
南
IC
ま
で
の
区
間

が
、１
月
24
日
か
ら
無
料
化
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
れ
に
よ
り
、
鳴
瀬
奥
松
島
IC
か
ら
桃

生
津
山
IC
ま
で
の
区
間
が
無
料
で
通
行
可

能
に
な
り
ま
し
た
。�

　
当
日
は
、無
料
化
延
伸
に
合
わ
せ
て
、矢

本
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
て
感
謝
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
。
奥
松
島
産
の
カ
キ
を
使
用
し

た
カ
キ
汁
が
振
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
地
場
産

品
販
売
な
ど
も
行
わ
れ
、
訪
れ
た
方
に
市

を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。�

　
３
月
23
日
、
大
阪
府
体
育
館
で
開
催
さ

れ
た
大
相
撲
千
秋
楽
で
、
地
元
出
身
の
輝

風
こ
と
斎
藤
修
治
さ
ん
が
優
勝
決
定
戦
を

勝
ち
序
二
段
優
勝
。
平
成
７
年
の
初
土
俵

か
ら
13
年
目
で
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。�

　
矢
本
第
一
中
学
校
の
新
た
な
校

舎
が
、３
月
21
日
に
完
成
し
ま
し
た
。�

　
新
校
舎
は
、
生
徒
が
快
適
な
環

境
の
中
で
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
配
慮
さ
れ
建
て
ら
れ
ま
し
た
。�

三陸自動車道鳴瀬奥松島IC～�
石巻河南IC区間が無料化�

矢本高校閉校式�

矢本第一中学校の新校舎完成�地
元
出
身「
輝
風
」序
二
段
優
勝�

　
師
走
を
迎
え
、
２
０
０
８
年
も
残
り

わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
合
併
し
て
４

年
目
を
向
か
え
た
今
年
、
皆
さ
ん
は
ど

う
過
ご
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。�

　
今
月
号
で
は
、
今
年
１
年
の
締
め
く

く
り
と
し
て
、
市
内
で
の
主
な
出
来
事

を
振
り
返
り
ま
す
。�

　３月２日、矢本高校最後の卒業式
が行われました。卒業生14人に卒業
証書が授与された後、閉校式が行わ
れ、60年の歴史に幕を降ろしました。�

■
故
佐
々
木
前
教
育
長
死
亡
叙
勲
受
章�

　（
14
日
）�

■
野
蒜
築
港
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催（
17
日
）�

■
石
巻
専
修
大
学
と
包
括
連
携
協
定
締
結�

　（
27
日
）�

４
　
月�

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
開
始（
１
日
〜
）�

■
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が
開
始�

　（
１
日
〜
）�

■
市
役
所
の
組
織
を
一
部
改
正
、生
涯
学
習�

　
課
・
東
公
民
館
移
動
と
宮
戸
市
民
セ
ン
タ
ー�

　
設
置（
１
日
〜
）�

■
木
村
教
育
長
就
任（
１
日
〜
）�

■
防
災
マ
ッ
プ
地
区
説
明
会
開
催（
12
日
〜
）�

■
さ
と
は
ま
縄
文
の
里
史
跡
公
園
オ
ー
プ
ン�

　（
26
日
）�

１
　
月�

■
奉
献
海
苔
品
評
会
で
準
優
勝（
８
日
）�

■
幼
稚
園
民
営
化
懇
談
会
開
催（
17
日
）�

■
縄
文
村
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催（
20
日
）�

３
　
月�

■
ド
ラ
マ「
刑
事
吉
永
誠
一
涙
の
事
件
簿
７
」�

　
宮
戸
里
浜
・
月
浜
で
撮
影（
27
日
）�

2008年を�
振り返る�
2008年を�
振り返る�

特集�特集�

　４月22日、東松島地

区カントリーエレベー

ターの完成を祝い、大

塩山崎の現地で竣工祭

が開催されました。�

　米の貯蔵と乾燥を行

う同施設は、貯蔵能力

3015�で、９月から本

格稼働しました。�

東松島地区カントリーエレベーター(東松館)完成�



市報ひがしまつしま　12月号3

５
　
月�

■
東
松
島
市
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
東
北
大
会
準
優

勝（
23
日
）�

■
東
松
島
国
際
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
開
催（
24
・

25
日
）�

６
　
月�

■
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
へ
市
職
員
災
害
派

遣（
24
日
）�

７
　
月�

■
農
業
委
員
21
人
が
決
定（
６
日
）�

■
赤
井
駅
前
公
園
広
場
完
成（
27
日
）�

８
　
月�

■
鳴
瀬
流
灯
花
火
大
会
開
催（
16
日
）�

■
第
４
回
東
松
島
夏
ま
つ
り
開
催（
23
日
）�

■
第
54
回
松
島
基
地
航
空
祭
開
催（
24
日
）�

■
第
43
回
大
学
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が�

　
鷹
来
の
森
運
動
公
園
で
開
催（
28
日
〜
）�

■
鳴
瀬
地
区
死
亡
事
故
ゼ
ロ
１
５
０
０
日
達�

　
成（
28
日
）�

９
　
月�

■
災
害
時
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
処
理
の
協
定

調
印（
１
日
）�

　
可
燃
ご
み
の
減
量
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

資
源
化
を
進
め
る
た
め
、
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
を
５
月
か
ら
開
始

し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
市
内
各
地
で
ご
み
分
別
説
明
会

を
開
催
し
、延
べ
４
、５
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。�

容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分
別
収
集
開
始�

　
史
跡
矢
本
横
穴
墓
群
の
発
掘
調

査
で
、県
内
で
は
初
と
な
る
古
銭「
和

同
開
珎
」が
出
土
し
ま
し
た
。�

　
和
同
開
珎
は
、奈
良
時
代
の
貨
幣

と
し
て
都
で
流
通
し
た
も
の
で
、金

銭
流
通
な
ど
を
考
え
る
上
で
も
貴

重
な
発
見
と
な
り
ま
し
た
。�

「
和
同
開
珎
」が
出
土�

　
　
　
矢
本
横
穴
墓
群�

　市では、９月13日をもって死亡事

故ゼロ６カ月の記録を達成しました。�

　交通安全運動期間中の26日に、市

役所で石巻警察署から祝詞が阿部

市長に送られました。�

死
亡
事
故
ゼ
ロ
６
カ
月
達
成�

仙台・宮城ＤＣ開催�

　
７
月
21
日
、
丸
森
町
民
グ
ラ
ン
ド

を
会
場
に
第
45
回
宮
城
県
消
防
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
市
消

防
団
が
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
石
巻
管
内
代
表

と
し
て
参
加
。
日
頃
の
訓
練
の
成
果

を
発
揮
し
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で

見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。�

　
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
優
勝
し
た

本
市
消
防
団
員
６
人
は
、
10
月
12
日
、

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た

第
21
回
全
国
消
防
操
法
大
会
に
出
場
。

宮
城
県
代
表
と
し
て
大
会
に
参
加
し
、

市
消
防
団
初
と
な
る
全
国
大
会
で
活

躍
し
ま
し
た
。�

東松島市消防団が優勝�
宮城県消防繰法大会�

10
　
月�

■
初
の
東
松
島
市
健
康
福
祉
ま
つ
り（
５
日
）�

■
災
害
時
に
お
け
る
被
害
状
況
調
査
に
関
す

る
協
定
調
印（
６
日
）�

11
　
月�

■
縄
文
シ
テ
ィ
サ
ミ
ッ
ト
開
催（
15
日
）�

　
10
月
１
日
か
ら
、仙
台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ（
デ
ィ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）が
開

催
さ
れ
、市
で
は
自
然
あ
ふ
れ
る
奥
松
島
や
、

旬
の
海
の
幸
を
使
っ
た
名
物
料
理
を
全
国

に
向
け
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、Ｄ
Ｃ

の
目
玉
企
画

と
し
て
、新
た

に
登
場
し
た

海
ぞ
く
鍋
が

好
評
で
、11
月

９
日
に
開
催

さ
れ
た
カ
キ

ま
つ
り
・
農
業

ま
つ
り
・
旬
の

市
で
の
無
料

試
食
に
は
長

蛇
の
列
が
で

き
ま
し
た
。�

わ�

ど
う�

か
い�

ち
ん�

のり�と�

2008年を振り返る特集
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７
月
か
ら
６
カ
月
間
に
わ
た

り
シ
リ
ー
ズ
で
取
り
組
み
を
紹

介
し
て
き
た
東
松
島
市
の
地
産

地
消
。今
月
で
こ
の
シ
リ
ー
ズ

は
最
終
回
と
な
り
ま
す
。

　

最
終
号
は
、先
月
開
催
さ
れ

た
東
松
島
カ
キ
ま
つ
り
、農
業

ま
つ
り
、旬
の
市
で
の
地
産
地

消
の
取
り
組
み
の
レ
ポ
ー
ト
と

と
も
に
、こ
れ
ま
で
紹
介
し
て

き
た
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を

振
り
返
り
ま
す
。

　
　

月
９
日（
日
）、奥
松
島
運
動

１１
公
園
で
東
松
島
カ
キ
ま
つ
り
、農
業

ま
つ
り
、旬
の
市
が
合
同
開
催
さ
れ

ま
し
た
。市
内
外
か
ら
約
４
５
、０

０
０
人
が
訪
れ
、例
年
に
な
い
ほ
ど

の
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

生
産
者
の
皆
さ
ん
が
、丹
精
込
め

て
作
っ
た
自
慢
の
カ
キ
、野
菜
な
ど
、

海
と
陸
の
幸
が
一
同
に
集
ま
っ
て
、

会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
引

い
て
い
ま
し
た
。

　

カ
キ
ま
つ
り
で
は
、焼
き
ガ
キ
１

万
個
と
カ
キ
汁
２
千
食
を
無
料
提

供
。身
の
引
き
締
ま
っ
た
肉
厚
な
カ

キ
は
、終
了
時
刻
を
待
た
ず
に
完

売
し
ま
し
た
。

　

農
業
ま
つ
り
で
は
、市
特
産
米

「
か
ぐ
や
姫
」が
格
安
で
提
供
さ
れ
、

こ
ち
ら
も
完
売
。四
季
菜
館
、菜
っ

ち
ゃ
ん
市
場
に
よ
る
野
菜
も
好
評

で
し
た
。ま
た
、市
の
畜
産
農
家
が

出
品
し
た
牛
肉
も
完
売
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、こ
れ
ら
の
カ
キ
と
野
菜

を
組
み
合
わ
せ
た「
海
ぞ
く
鍋
」の

無
料
試
食
に
は
、限
定　

食
に
も

７００

か
か
わ
ら
ず
、大
変
多
く
の
来
場
者

が
長
い
行
列
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
つ
の
ま
つ
り
を
合
同
で
開
催
し

た
の
は
今
回
が
初
め
て
の
取
り
組
み

で
し
た
。海
と
陸
の
地
場
の
食
材
を

結
集
し
て
提
供
す
る
場
を
作
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
地
産
地
消
を

進
め
る
上
で
も
大
変
意
味
の
あ
る

試
み
と
な
り
ま
し
た
。

シ
リ
ー
ズ
　
東
松
島
市
の
地
産
地
消
　６�

▲海ぞく鍋の無料試食に長蛇の列ができました

�
市
特
産
米
か
ぐ
や
姫
の
試
食
と
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た

�
新
鮮
な
焼
き
カ
キ
食
べ
ら
い
ん

三
大
イ
ベ
ン
ト
同
時
開
催

地場産品勢ぞろい�地場産品勢ぞろい�

レポート�

最終回



市報ひがしまつしま　12月号5

東松島市から�

「食」の魅力を発信�
～シリーズまとめ～�

地元産を食べよう　－シリーズ　東松島市の地産地消 ６－

▲会場の奥松島運動公園には、約45,000人が来場

�
カ
キ
汁
お
い
し
い
ね

�
仙
台
宮
城
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
む
す

び
丸
も
ま
つ
り
に
参
加

取
材
を
終
え
て

　

「
地
場
の
食
材
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
な
ら
、

そ
れ
が
ど
こ
に
あ
る
か
み
ん
な
が

分
か
ら
な
い
と
ダ
メ
だ
よ
ね
」

　

こ
の
上
司
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、市
報
を
使
っ
て
市
内
の
地
場

産
品
の
紹
介
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

取
材
で
は
、生
産
者
の
人
た
ち

が
、笑
顔
を
絶
や
さ
ず
仕
事
に
励

ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
で
、「
自
分

が
作
っ
た
も
の
を
多
く
の
人
に
食

べ
て
も
ら
い
た
い
」と
い
う
気
持

ち
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
を
振
り
返
る
と
、世
間
で

は
食
品
偽
装
や
事
故
米
な
ど
、食

に
関
係
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
日
々
報

道
さ
れ
て
き
ま
し
た
。地
産
地
消

は
、新
鮮
で
安
全
・
安
心
な
も
の
を

提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、地
元
の

食
材
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
こ
と
を

知
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
、取
材
を
通
し
て
思

い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、こ
の
企
画
を
行
う
に

あ
た
り
、快
く
取
材
に
応
じ
て
く

れ
た
生
産
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申

し
上
げ
、シ
リ
ー
ズ
を
締
め
く
く

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
地
産
地
消
シ
リ
ー
ズ
に

つ
い
て
の
ご
意
見
な
ど
を
、お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
問　

農
林
水
産
課
産
業
環
境
総

務
班　

�
内
線
２
１
４
２

食
材
の
宝
庫

　

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
き
た
東

松
島
市
の
地
産
地
消
。こ
れ
ま
で

市
報
で
５
回
に
わ
た
り
お
伝
え
し

て
き
た
地
場
産
物
を
振
り
返
っ
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
７
月
号
…
夏
野
菜
特
集
。新
鮮

な
う
ち
に
買
う
こ
と
の
で
き
る

四
季
菜
館
を
取
材
。

●
８
月
号
…
ウ
ニ
・
あ
わ
び
特
集
。

毎
年
宮
戸
地
区
で
開
催
さ
れ
て

い
る
即
売
会（
朝
市
）と
、そ
の

ウ
ニ
を
使
っ
て
ウ
ニ
丼
を
提
供

し
て
い
る
え
ん
ま
ん
亭
を
取
材
。

●
９
月
号
…
市
内
の
直
売
所
・
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
マ
ッ
プ
の
紹
介
。

●　

月
号
…
市
特
産
米「
か
ぐ
や

１０姫
」と
、そ
れ
を
原
料
と
し
て
作

ら
れ
た
純
米
酒「
八
鷹
」を
も
と

に
作
ら
れ
た「
八
鷹
ゼ
リ
ー
」の

取
材
。

●　

月
号
…
カ
キ
特
集
。カ
キ
処

１１理
場
で
の
作
業
の
様
子
と
、仙

台
・
宮
城
Ｄ
Ｃ
の
一
環
と
し
て

創
作
さ
れ
た「
海
ぞ
く
鍋
」の
特

集
。

「
お
ら
ほ
」の
地
産
地
消

　

地
産
地
消
シ
リ
ー
ズ
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、東
松
島
市
は
季
節

ご
と
に
多
種
多
様
な
地
場
産
物
が

あ
り
、海
と
陸
の
自
然
の
恵
み
を
、

季
節
を
感
じ
な
が
ら
満
喫
で
き
る

地
域
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

地
産
地
消
は
、そ
れ
を
生
産
す

る
人
と
、買
う
人
の
両
方
が
主
役

と
な
っ
て
地
元
の
食
材
に
目
を
向

け
る
こ
と
が
成
功
に
つ
な
が
る
も

の
で
す
。

　

今
後
と
も
市
で
は
、他
地
域
に

な
い
東
松
島
市
の「
食
」の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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前
年
対
比
、歳
入
で
3
・
3

�
、歳
出
は
2
・
6
�
減

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
決
算

１９

額
は
、市
に
入
っ
て
き
た
お
金（
歳

入
）が　

億
２
、７
４
５
万
円
、

１５５

使
っ
た
お
金（
歳
出
）は　

億
５
、

１５２

１
２
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。前

の
年
と
比
較
し
ま
す
と
、歳
入
で

は
３
・
３
�
、歳
出
で
は
２
・
６
�

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
の
グ
ラ
フ
は
、市
の
歳
入
と

歳
出
の
状
況
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

依
然
と
し
て
歳
入
面
に
お
い
て

は
、国
や
県
か
ら
入
る
お
金
や
市

債
と
い
っ
た
依
存
財
源
に
頼
る
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、歳
出
に
つ
い
て
も
昨
年

と
同
様
に
医
療
費
な
ど
�
民
生
費

（
福
祉
分
野
）に
多
く
お
金
を
使
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
市
の
会
計

名
称
な
ど
は
な
じ
み
が
無
い
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、一
般
家
庭
に
お

い
て
年
収
が　

万
円（
市
税
）の
場

３６１

合
に
置
き
換
え
た
も
の
を
次
の

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　

普
通
の
家
庭
で
あ
れ
ば
働
く
こ

と
で
得
ら
れ
る
給
料
で
生
活
費
を

賄
う
と
こ
ろ
で
す
が
、表
か
ら
見

て
と
れ
る
よ
う
に
年
収　

万
円
で

３６１

あ
る
の
に
対
し
、生
活
費
全
体（
歳

出
総
額
）で
は
１
、５
２
５
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。足
り
な
い
分
は
、

実
家（
国
や
県
な
ど
）か
ら
援
助
を

受
け
た
り
、銀
行
か
ら
の
ロ
ー
ン

（
市
債
）の
借
入
な
ど
に
よ
り
補
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

節
約
に
努
め
ま
す

　

出
来
る
限
り
給
料
以
外
の
収
入

に
頼
ら
ず
生
活
出
来
る
よ
う
、食

費（
人
件
費
）や
冠
婚
葬
祭
費（
補

助
費
）な
ど
を
頑
張
っ
て
節
約
し

た
結
果
、全
体
に
占
め
る
割
合
は

前
の
年
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、医
療
費（
扶
助

　

今
月
号
で
は
、市
の
平
成　

年
度
決
算
に
つ
い
て
、市
民
の
皆
さ
ん

１９

に
な
じ
み
の
あ
る
家
計
簿
に
置
き
換
え
な
が
ら
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
今
年
度
か
ら
新
た
に
公
表
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
財
政
状
況
を
表

す
指
標
と
平
成　

年
度
予
算
の
使
用
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

２０

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
て
い
る
お
金（
税
金
）を

有
効
に
活
用
し
、健
全
な
行
財
政
経
営
を
心
掛
け
て
い
き
ま
す
。

一　

般　

会　

計

財
政
公
表�

決
算
報
告

平
成　

年
度

19

○歳入決算額 （単位：千円）

伸び率平成18年度平成19年度項　　　目
11.5％3,241,9733,613,427市 税①
△33.0％1,114,570747,246地 方 譲 与 税 等②
△4.0％5,047,6394,845,373地 方 交 付 税③
1.5％153,644155,991分担金及び負担金④
12.1％150,833169,129使用料及び手数料⑤
△14.7％2,088,4361,780,982国 庫 支 出 金⑥

0.5％241,606242,872
国有提供施設等所在
市町村助成交付金

⑦

100.7％576,8731,158,015県 支 出 金⑧
△76.1％429,798102,763繰 入 金⑨
39.2％156,238217,449繰 越 金⑩
△19.9％2,342,4001,876,749市 債⑪
20.7％511,689617,456そ の 他⑫
△3.3％16,055,69915,527,452計

○歳出決算額 （単位：千円）

伸び率平成18年度平成19年度項　　　目
0.8％199,541201,128議 会 費�
5.6％2,048,9022,163,662総 務 費�
1.8％3,478,5943,540,011民 生 費�

△50.2％2,593,5941,290,551衛 生 費�
70.1％701,0331,192,248農 林 水 産 業 費�
△21.9％1,912,0181,493,329土 木 費�
4.0％871,815906,900消 防 費�
14.7％2,190,8012,512,281教 育 費�
29.0％1,371,7761,769,275公 債 費�
△37.3％290,176181,902そ の 他�
△2.6％15,658,25015,251,287計

○歳入決算推移と伸び率�
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特
別
会
計
の
状
況

歳
入
・
歳
出
と
も
増
加

　

特
別
会
計
と
は
、特
定
の
事
業

を
行
う
場
合
に
、一
般
会
計
と
は

区
別
し
て
収
入
と
支
出
を
管
理
す

る
た
め
に
設
置
す
る
会
計
で
す
。

　

市
に
は
、国
民
健
康
保
険
や
介

護
保
険
な
ど
全
部
で
７
つ
の
特
別

会
計
が
あ
り
、総
額
で
前
年
度
よ

り
歳
入
は
３
億
７
、７
４
５
万
円
、

歳
出
は
５
億
８
、７
３
４
万
円
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

（支出の部）※性質別で表しています

費
）や
ロ
ー
ン
の
返
済（
公
債
費
）

に
つ
い
て
は
、前
年
と
比
較
し
て

増
加
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

公
債
費
が
増
え
た
要
因
と
し
て
は
、

災
害
復
旧
時
や
最
終
処
分
場
、矢

本
第
一
中
学
校
の
整
備
資
金
と
し

て
発
行
し
た
地
方
債
の
元
金
・
利

子
の
償
還
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た

こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

市
債
の
会
計
別
残
高

○特別会計の決算状況

歳出決算額歳入決算額特別会計名

45億7,395万円46億9,349万円国 民 健 康 保 険

34億 812万円34億3,981万円老 人 保 健

21億4,791万円22億 170万円介 護 保 険

892万円955万円介護予防サービス事業

1億7,549万円1億7,928万円農 業 集 落 排 水 事 業

587万円627万円漁 業 集 落 排 水 事 業

19億8,063万円20億 913万円下 水 道 事 業

※収入と支出の差額は来年への繰越金等です。また、割合については千円単位で算出しているので表からの算出と一致していません。

主な市有財産の状況

　市では、財産として皆さんが普段使用している道路や公民館、体育

館などのほか、貯金（基金）や債権などを所有しています。

　次に掲載しているのは主な財産の状況です。

○土地　 ２，９２４，３５９．２７�

　※公園や学校用地など

○財政調整基金　 　８８９，８６８，５７９円

○減債基金　　 ４１４，７４６，７１６円

○防災基金　　　 ２００，５２０，３１２円

○まちづくり基金 　１，００４，８０２，３１５円

○建物　　 　１５８，２６１．６６�

　※市役所や市営住宅など

○有価証券　　 　３１，９８７，２０８円

○出資による権利　 　６１８，７０４，０００円

○債権（奨学資金等）　 　３８，８４１，５２８円

○車両　 　１１２台

市の決算状況を家庭の『家計簿に置き換えると』こんな感じになります

市の決算家　計　簿項　　　　　　目

金　　　額（千円）割　合（％）金　額（万円）
市の決算では家計簿では

H18H19H18H19H18H19

3,241,9733,613,42720.223.3324361市税給料など

4,021,4853,929,115
56.556.5907877

国・県支出金、譲与金など実家からの援助（負担金等を含
む） 5,047,6394,845,373国からの配分（地方交付税）

2,342,4001,876,74914.612.1234188借金（市債）ローンの借入

1,245,9641,045,3397.76.7125105諸収入（使用料や手数料）など貯金の取崩し、家賃収入など

156,238217,4491.01.41622繰越金前の年の残金

16,055,69915,527,452100.0100.01,6061,553計

市の決算家　計　簿項　　　　　　目

金　　　額（千円）割　合（％）金　額（万円）
市の決算では家計簿では

H18H19H18H19H18H19

2,913,6392,822,98718.618.5291282人件費（市長、職員、議員など）毎日の食費

1,638,9461,684,36610.511.1164168扶助費（生活保護や医療助成など）家族の医療費

1,371,7761,769,2758.811.6137177公債費（借りたお金の返済）ローンの返済

3,212,2442,965,36520.519.4321297投資的経費・維持補修費家の増改築、家電製品の購入など

1,663,8711,753,74310.611.5166175物件費（消耗品、委託料など）光熱水費などの日常生活費

2,510,1221,838,87216.012.1251184補助費等（団体補助、各種負担金など）冠婚葬祭や区費

1,795,9041,665,02111.510.9180167繰出金（下水道、国保、介護保険など）子どもへの仕送りなど

551,748751,6583.54.95575積立金（まちづくり基金、防災基金など）貯金

15,658,25015,251,287100.0100.01,5651,525計

（収入の部）

市の家計簿　－財政公表－

７
、６
７
５
万
円
を
借
り
入
れ
た
こ

と
か
ら
、４
億　

万
円
増
加
し
た
こ

１１５

と
に
な
り
ま
す
。増
加
し
た
要
因
と

し
て
は
、矢
本
第
一
中
学
校
の
校
舎

整
備
に
要
し
た
事
業
費
が
大
き

か
っ
た
た
め
で
す
。

▲矢本第一中学校の新校舎

平
成　

年
度
は
４
億　

万

19

115

円
の
増
加

　

市
債
と
は
、国
や
銀
行
か
ら
借

り
入
れ
た
借
金
を
指
し
ま
す
。こ
の

資
金
を
基
に
市
は
道
路
や
学
校
な

ど
を
つ
く
り
ま
す
が
、そ
れ
ら
の
利

用
者
は
そ
の
時
の
人
た
ち
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。長
い
間
市
民
が
利
用

し
ま
す
の
で
、公
平
に
負
担
す
る
と

い
う
目
的
が
あ
る
の
で
す
。

　

平
成　

年
度
は
返
済
元
金
が　

１９

１４

億
７
、５
６
０
万
円
に
対
し
、　

億
１８

○各会計の市債残高状況 （単位：万円）

平成19年
度末残高

借り
入れ

返　済
（元金）

平成18年
度末残高

会計区分

1,660,894187,675147,5601,620,779一 般 会 計

1,005,51367,73033,974971,757
下 水 道 事 業
特 別 会 計

155,3823,8008,231159,813
農業集落排水事業
特 別 会 計

2,821,789259,205189,7652,752,349計
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平
成　

年
度
に
成
立
し
た『
地
方
公

１９

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
』に
お
い
て
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
性
を
示
す
指
標
と
し
て
、新
た

に
健
全
化
判
断
比
率
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。こ
れ
に
よ
り
、比
率
の
状
況
に
応
じ

て
財
政
の
早
期
健
全
化
お
よ
び
財
政
の

再
生
等
に
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
、地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
破
綻
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

定
め
ら
れ
た
健
全
化
判
断
比
率
は

『
実
質
赤
字
比
率
』『
連
結
実
質
赤
字
比

率
』『
実
質
公
債
費
比
率
』『
将
来
負
担
比

率
』の
４
指
標
と
、公
営
企
業
会
計
を
対

象
と
す
る『
資
金
不
足
比
率
』で
す
。

　

こ
れ
ら
の
比
率
が
早
期
健
全
化
基
準

以
上
と
な
っ
た
場
合
は
財
政
健
全
化
計

画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。更

に
財
政
再
生
基
準
以
上
と
な
っ
た
場
合

は
財
政
再
生
計
画
を
策
定
し
、実
質
的

に
国
の
監
視
下
の
も
と
財
政
再
建
を
行

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。市
の
平
成　

年
１９

度
決
算
状
況
か
ら
算
定
さ
れ
た
各
比
率

は
、次
の
表
の
と
お
り
で
、『
健
全
基
準
』

を
保
っ
て
い
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
普
通
会
計
に

お
け
る
赤
字
の
程
度
を
比
率
で
表

し
た
も
の
で
す
。実
質
収
支
額
が

黒
字
の
場
合
は「
－
」で
表
示
さ
れ

ま
す
。

　

比
率
の
算
定
方
法
は
、歳
入
額

か
ら
歳
出
額
を
引
い
た
実
質
収
支

額
が
赤
字
の
場
合
に
、標
準
財
政

規
模
で
除
し
た
比
率
が
実
質
赤
字

比
率
と
な
り
ま
す
。逆
に
黒
字
の

場
合
は
、実
質
収
支
比
率
と
な
り
、

健
全
化
判
断
比
率
で
は
参
考
値
と

し
て
み
ま
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

借
り
入
れ
た
地
方
債
の
償
還
額

や
こ
れ
に
準
ず
る
負
担
を
合
算
し

標
準
財
政
規
模
と
比
較
し
て
、負

担
割
合
が
ど
の
よ
う
な
状
況
か
を

表
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
対
象
と
さ
れ
て
な

か
っ
た
他
の
会
計
に
対
す
る
公
債

費
へ
の
繰
出
金
や
一
部
事
務
組
合

に
お
け
る
公
債
費
に
対
す
る
負
担

金
等
も
対
象
と
さ
れ
、よ
り
市
の

負
担
割
合
が
明
確
に
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、実
質
公
債
費
比
率
は
財

政
健
全
化
の
判
断
の
他
に
、市
が

新
た
に
借
り
入
れ
る
際
の
地
方
債

協
議
・
許
可
の
判
断
に
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

　

市
の
一
般
会
計
が
将
来
負
担
す

る
可
能
性
の
あ
る
債
務
の
す
べ
て

を
対
象
と
し
、そ
の
負
担
割
合
が

一
年
間
に
基
本
的
に
収
入
で
き
る

額
と
比
較
し
、ど
の
程
度
で
あ
る

か
比
率
で
表
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
将
来
的

に
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高

く
な
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

実
質
赤
字
比
率
で
対
象
と
さ
れ

た
普
通
会
計
以
外
の
全
て
の
会
計

も
含
め
て
、市
と
し
て
の
赤
字
の

程
度
を
比
率
で
表
し
た
も
の
で
す
。

実
質
赤
字
比
率
と
同
様
に
黒
字
の

場
合
は『
－
』で
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

比
率
の
算
定
方
法
は
、実
質
赤

字
比
率
と
同
様
に
実
質
収
支
額
を

算
出
し
全
会
計
の
赤
字
と
黒
字
を

合
算
し
た
後
に
、標
準
財
政
規
模

で
除
し
た
比
率
が
連
結
実
質
赤
字

比
率
と
な
り
、黒
字
の
場
合
は
、実

質
赤
字
比
率
と
同
じ
く
参
考
値
と

し
て
み
ま
す
。

財政再生基準早期健全化基準東松島市の比率

２０.００％１３.４６％－　（2.89％）①実質赤字比率

４０.００％１８.４６％－　（5.10％）②連結実質赤字比率

３５.０％２５.０％１４.８％③実質公債費比率

３５０.０％１５１.４％④将来負担比率

※実質赤字比率、連結実質赤字比率の（　）については、黒字比率を表します。

事業の規模資金不足比率

３４,９０５千円－農業集落排水事業特別会計

２,１３７千円－漁業集落排水事業特別会計

２４４,５９２千円－下水道事業特別会計

※資金不足比率が生じていない場合は、－で表示されます。

新
し
い
財
政
状
況
の
判
断
指
標

健健
全全
化化
判判
断断
比比
率率
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市の家計簿　－財政公表－

【一般会計】（単位：千円）

歳出の状況歳入の状況

未支出額支出済額予算現額項　　目未収入額収入済額予算現額項　　目

2,351,3261,237,2043,588,530民 生 費1,451,6853,456,4314,908,116地方交付税

1,247,148560,8621,808,010教 育 費1,571,3621,967,6853,539,047市 税

929,379685,1311,614,510総 務 費883,400301,6841,185,084国庫支出金

1,653,639250,0111,903,650土 木 費1,481,80501,481,805市 債

1,272,269555,3181,827,587公 債 費827,80158,409886,210県 支 出 金

854,871521,0971,375,968衛 生 費355,37863,538418,916繰 入 金

1,460,351755,6242,215,975そ の 他1,116,315798,7371,915,052そ の 他

9,768,9834,565,24714,334,230計7,687,7466,646,48414,334,230計

　右の『市税の納入状況』は、収入や財産に応じ

て課税されている市税の現在の納入状況です。

納め忘れのないようにお願いします。

　右下の『市民１人・１世帯当たりの金額』は予

算現額、市税、市債残高を９月３０日現在の人口と

世帯数から計算したものです。

【特別会計】 （単位：千円）

執行率支出済額収入率収入済額予算現額会　計　名

40.58％1,893,72235.21％1,643,3014,666,767国 民 健 康 保 険

97.05％377,92782.94％322,973389,423老 人 保 健

34.49％101,71030.14％177,225294,886後 期 高 齢 者 医 療

41.09％923,75341.69％937,2272,248,320介 護 保 険

24.16％2,93147.76％5,79512,133介護予防サービス事業

43.21％164,2434.95％18,827380,074農 業 集落排水事業

13.45％88819.88％1,3136,604漁 業 集落排水事業

24.43％577,7818.41％172,9432,365,497下 水 道 事 業

【市税の納入状況】※平成20年9月30日現在 　（単位：千円）

収納率収納済額調　定　額項　　目

51.90％897,0931,728,664市 民 税

55.85％1,020,7151,827,704固 定 資 産 税

90.10％73,48981,562軽 自 動 車 税

85.83％132,797154,717市 た ば こ 税

90.65％6,7027,394入 湯 税

56.07％2,130,7963,800,040計

【市民１人・１世帯当たりの金額】 

市債残高税負担支　　出一般会計

379,893円80,948円327,864円市民１人当たり

1,109,407円236,393円957,466円１世帯当たり

※人口　43,720人　世帯数　14,971世帯（平成20年9月30日現在）

地方交付税�

市 税�

国庫支出金�

市 債�

県 支 出 金�

繰 入 金�

そ の 他�

　　計　�

0％� 20％� 40％� 60％� 80％� 100％�

民 生 費�

教 育 費 �

総 務 費 �

土 木 費 �

公 債 費 �

衛 生 費 �

そ の 他 �

　　計�

0％� 20％� 40％� 60％� 80％� 100％�

【一般会計予算収入状況（歳入）】� 【一般会計予算執行状況（歳出）】�

70.4

55.6

25.5

6.6

0.0

15.2

41.7

46.4

29.6 34.5 65.5

31.0 69.0

42.4 57.6

13.1 89.6

30.4 69.6

37.9 62.1

34.1 65.9

31.8 68.2

44.4

74.5

100.0

93.4

84.8

58.3

53.6

平成20年度 財政状況（上半期）
平成20年９月30日現在
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東松島市人事行政の運営状況
東松島市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、本市の職員の任免や勤務条件などについて公表します。
市のホームページにも詳しく掲載されており、「ふれあい情報プラザ」でも市のホームページが閲覧できます。
※特に注釈のない場合、平成19年４月１日から平成20年３月31日の状況です。

公表
します！

１　職員の任免および職員数に関する状況

イ　退職者数の状況（平成19年度中）

合 計その他自己都合死 亡勧 奨定 年区　　　分

9人1人3人2人3人事 務 職
行 政 職

2人1人1人技 術 職

2人2人調 理 士
労 務 職

1人1人用 務 員

14人1人4人0人4人5人合　　　計

※懲戒免職処分などはその他区分に計上しています。

ア　派遣している職員

派遣期間内　容人数派　　　遣　　　先区　分

４月～３月人事交流1宮城県1

１９年度 〃派 遣1財団法人　宮城県建設センター2

〃〃1宮城県後期高齢者医療広域連合3

４月～３月人事交流1宮城県1
２０年度

〃派 遣1宮城県後期高齢者医療広域連合2

イ　派遣されている職員

配　　属　　先配属期間内　容人数派遣元区　分

地域協働推進課４月～３月人事交流1宮城県1
１９年度

生涯学習課（スポーツ振興班）〃派 遣1〃2

地域協働推進課４月～３月人事交流1宮城県1
２０年度

生涯学習課（生涯学習班）〃派 遣1〃2

■１－５　職員派遣の状況について
　東松島市では他の地方公共団体等と人事の交流を行っ

ています。

■１－４　年齢別職員構成の状況（平成２０年４月１日現在）

計

　

歳
以
上

60
　

〜　

歳

56

59

　

〜　

歳

52

55

　

〜　

歳

48

51

　

〜　

歳

44

47

　

〜　

歳

40

43

　

〜　

歳

36

39

　

〜　

歳

32

35

　

〜　

歳

28

31

　

〜　

歳

24

27

　

〜　

歳

20

23

　

歳
未
満

20

区　分

361 0 48 61 32 30 22 36 60 29 31 10 2 職員数

（注）職員数には教育長は含まれておりません。
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２　職員の給与の状況
【職員給与の状況】
　市職員の給与は、国や県、ほかの地方公共団体との均衡を考えながら、
議会の議決を経て、条例により決定されています。
　財政状況が厳しい中で、平成１９年度と平成２０年度の２年間、市では独
自に特別職及び一般職員の給与の削減を行っております。内訳は特別
職の給料は１０％、一般職員の給料は平均３％、そのほかに期末勤勉手当
の役職加算額の１０％、管理職手当の１０％を削減しております。
【定員管理の状況】
　市では、集中改革プランに基づき、平成１７年４月１日現在の職員数
３７９人を基準に、平成２７年４月１日の職員数を３２９人、１０年間で５０人の職
員数を削減する目標を立て取り組んでいます。
　進捗状況は目標を上回るペースで、３年間で１７人の減になっていま
す。（グラフ参照）

ア　採用の状況（平成19年度試験）

競争倍率
� / �

採用者数
�

第２次試験
合 格 者 数

第１次試験
合 格 者 数

第１次試験
受験者数�

申込者区　　　分

12.5 倍2人4人8人25人30人行政（事　務）上 級 職

6.0 倍2人4人6人12人13人行政（事　務）初 級 職

2.0 倍1人2人2人2人2人行政（建築士）初 級 職

■１－１　職員の任免について

■１－２　職員数について

平成２０年4月1日
現 在 職 員 数

平成２０年4月1日
採 用 者

平成１９年度中
中 途 採 用 者

平成１９年度中
退 職 者 数

平成１９年4月1日
現 在 職 員 数

区 分

335人4人1人11人341人行政職

27人0人0人3人30人労務職

362人4人1人14人371人合 計

※行政職とは労務職を除いた職員です
※労務職とは主に保育所調理士や給食センター調理員、学校用務員などです

300

320

340

360

380

400
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年
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年
度�
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年
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年
度�
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年
度�
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度�

【人】� 定員適正化計画の進捗状況（平成20年４月１日現在）�

計画値�

実績値�
379 375 375

372

379
373 371

362

367
361

353
350

342
338

329

■１－２　職員数について

平成２０年4月1日
現 在 職 員 数

平成２０年4月1日
採 用 者 数

平成１９年度中
中途採用者数

平成１９年度中
退 職 者 数

平成１９年4月1日
現 在 職 員 数

区 分

335人4人1人11人341人行政職

27人0人0人3人30人労務職

362人4人1人14人371人合 計

※行政職とは労務職を除いた職員です。
※労務職とは主に保育所調理士や給食センター調理員、学校用務員などです。

主な増減理由
対前年
増減数

職員数区分
部門 20年度19年度

0人5人5人議 会

一
般
行
政
部
門普

通
会
計
部
門

欠員不補充、後期高齢者医療広域連合派
遣による減

▲ 2人81人83人総 務

0人16人16人税 務

課の統合による減▲ 2人88人90人民 生

河南地区衛生処理組合解散による火葬場
事務を移管したための増

1人22人21人衛 生

農家台帳の整備事務が完了したためによる減▲ 1人22人23人農林水産

0人7人7人商 工

課の統合による減▲ 2人21人23人土 木

＜参考＞（平成１９年）
人口１万人当たり職員数
（類似団体の人口１万人当たり職員数
後期高齢者医療制度準備、調査業務縮小
による減

▲ 6人262人268人計

給食センター調理員、学校用務員の退職
者不補充による減

▲ 2人72人74人教 育 部 門

－－－消 防 部 門

＜参考＞（平成１９年）
人口１万人当たり職員数　78.24人
（類似団体の人口１万人当たり職員数
100.98人）

▲ 8人334人342人小　 計

0人11人11人下 水 道
公
営
企
業
等
会
計
部
門

後期高齢者医療制度準備、調査業務縮小
による減

▲ 1人17人18人
国 保 ・ 介 護
後 期 高 齢 者

▲ 1人28人29人小　 計

＜参考＞（平成１９年）
人口１万人当たり職員数　　84.88人

▲ 9人
362人
[390人］

371人
［390人］

合　　　　　計

（注）　１職員数には教育長を含みます。
　　　２［     ］内は、条例定数の合計です。（ただし、条例定数には教育長は含まれません）

■１－３　部門別職員数の状況と主な増減理由（各年４月１日現在）
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（参考）
平成１８年度
の人件費率

人件費率
Ｂ／Ａ

人件費
Ｂ

実質収支
歳出額
Ａ

住民基本台帳人口
（平成１９年度末）

区 分

％
18.6

％
18.5

千円
2,822,987

千円
270,835

千円
15,251,288

人
43,662

19年度

■２－１　人件費の状況（普通会計決算）

■２－10　特殊勤務手当
　※平成19年度から特殊勤務手当を全廃しました。
■廃止した特種勤務手当　・感染症防疫作業手当　・動物の死体処理手当

　　　　　　　　　　　　・旅行死亡人処理手当　・訪問指導従事手当

■２－11　時間外勤務手当
67,870千円支給実績（平成１９年度決算）

214千円職員１人当たり平均支給年額（平成１９年度決算）

（注）１　選挙による時間外手当も含まれておりますので、選挙のある年とない年では決算額に大幅な
変動が生じます。 

経験年数15年
～20年未満

経験年数10年
～15年未満

経験年数７年
～10年未満

区　　　　分

292,433円259,211円224,938円大学卒
一般行政職

267,031円218,808円184,902円高校卒

－円－円－円高校卒
技能労務職

231,019円197,215円178,703円中学卒

■２－５　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成２０年４月１日現在）

■２－４　職員の初任給の状況（平成２０年４月１日現在）

国宮 城 県東松島市区　　　　分

172,200円178,800円
172,200円
168,756円

大　学　卒
（削減後）

一般行政職

140,100円144,500円
140,100円
137,298円

高　校　卒
（削減後）

－141,900円
137,200円
134,456円

高　校　卒
（削減後）

技能労務職

－125,400円
121,600円
119,168円

中　学　卒
（削減後）

■２－２　職員給与費の状況（普通会計決算）

一人当たり
給与費 
B/A

給与費
職員数
Ａ

区 分

計　Ｂ
期　 末 ・
勤 勉 手 当

職員手当給　 料

千円
5,559 

千円
1,884,545 

千円
499,834 

千円
173,164 

千円
1,211,547 

人
339 

19年度

①一般行政職

②技能労務職

平均給与月額
（国ベース）

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分

343,134円364,128円315,073円43.1歳東 松 島 市

388,352円419,614円354,037円42.8歳宮 城 県

387,506円―325,113円41.1歳国

■２－３　職員の平均年齢、平均給料月額および平均給
与月額の状況（平成２０年４月１日現在）

平均給与月額
（国ベース）

平均給与月額平均給料月額平均年齢区　分

258,463円262,955 円244,796 円44.8歳東 松 島 市

361,229円380,423円337,502円49.6歳宮 城 県

320,623円―284,679円48.9歳国

（注）　１　「平均給料月額」とは、平成２０年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
　東松島市では平成１９、２０年度に給料の独自削減を行っており削減後の金額です。

　　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのす
べての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。
　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等
の手当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。

構成比職員数標準的な職務内容および代表的な職種区分

5.5％14人
部長、会計管理
者、議会事務局
長、参事

部長および会計管理者の職務または職務の複
雑、困難および責任の度がこれと同程度のも
のとして市長が規則で定める職の職務

６級

12.3％31人
課長、副参事、技
術副参事

課長の職務または職務の複雑、困難および責
任の度がこれと同程度のものとして市長が規
則で定める職の職務

５級

27.7％70人
班長、技術監、主
幹、技術主幹

班長の職務または職務の複雑、困難および責
任の度がこれと同程度のものとして市長が規
則で定める職の職務

４級

30.4％77人主任、技術主任
主任の職務または職務の複雑、困難および責
任の度がこれと同程度のものとして市長が規
則で定める職の職務

３級

12.6％32人主査、技術主査知識または経験を必要とする業務を行う職務２級

11.5％29人主事、技師定型的な業務を行う職務１級

（注）　１　東松島市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

■２－６　一般行政職の級別職員数等の状況（平成２０年４月１日現在）

■２－８　退職手当（平成２０年４月１日現在）

国東　松　島　市

奨励・定年自己都合（支給率）奨励・定年自己都合（支給率）

30.55月分23.50月分勤続２０年30.55月分23.50月分勤続２０年

41.34月分33.50月分勤続２５年30.55月分33.50月分勤続２５年

59.28月分47.50月分勤続３５年59.28月分47.50月分勤続３５年

59.28月分59.28月分最高限度額59.28月分59.28月分最高限度額

その他の加算措置その他の加算措置

定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）定年前早期退職特例措置（2％～20％加算）

（退職時特別昇給　　　　なし　　　　）

１人当たり平均支給額　－千円　15,228千円

（注）　１　退職手当の１人当たり平均支給額は、平成１９年度に退職した職員に支給された平均額です。

支給職員１人あたり
平均支給年額

（平成19年度決算）
支 給 実 績

異なる
内 容

国の制
度との
異 同

手当名

229,032円 46,036千円－同扶 養 手 当

421,391円19,805千円－同管理職手当

51,237円13,912千円－同通 勤 手 当

203,905円21,206千円－同住 居 手 当

－－－同広域異動当

－－－同単身赴任手当

－－－同宿日直手当

－－－同休日勤務手当

－－－同夜間勤務手当

－－－同災害派遣手当

17,063円2,850千円－同寒冷地手当

■２－12　その他の手当（平成２０年４月１日現在）

東松島市人事行政の運営状況

■２－９　地域手当（平成２０年４月１日現在）
（平成20年４月現在）

654千円支給実績（平成19年度決算）

130,772円支給職員１人当たり平均支給年額（平成19年度決算）

国の制度支給対象職員数支 給 率支給対象地域

16％0人16％東京都特別区

6％5人6％宮城県仙台市

3％0人3％宮城県名取市・多賀城市・利府町・富谷町

（平成２２年度の制度完成時）

国の制度支 給 率支給対象地域

18％18％東京都特別区

6％6％宮城県仙台市

3％3％宮城県名取市・多賀城市・利府町・富谷町

（注）国の制度では、平成22年度での完成を目指して、平成18年度から支給率を段階的に引き上げるこ
ととしています。

国宮 城 県東松島市

－
１人当たり平均支給額
（平成１９年度）　1,925千円

１人当たり平均支給額
（平成１９年度）　1,459千円

（平成19年度支給割合）（平成19年度支給割合）（平成19年度支給割合）

勤勉手当
1.50月分

期末手当
3.0月分

勤勉手当
1.45月分

期末手当
3.0月分

勤勉手当
1.50月分

期末手当
3.0月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置
・役職加算　5％～20％
・管理職加算　10％～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置
・役職加算　5％～20％
・管理職加算　15％～25％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置
・役職加算　5％～15％
（平成19、20年度は10％減額）

■２－７　期末手当・勤勉手当

■２－13　特別職の報酬等の状況

退　　職　　手　　当期末手当支給割合支 給 月 額 等
区　分

（１期の手当額）（算定方式）（平成１９年度）減額後減額率減額前

18,923,520円896,000円×在職月数×0.443.35月806,400円10%896,000円市 長

  8,873,280円711,000円×在職月数×0.263.35月639,900円10%711,000円副市長

  6,078,240円603,000円×在職月数×0.213.35月542,700円10%603,000円教育長

－－3.35月411,280円3%424,000円議 長

－－3.35月362,780円3%374,000円副議長

－－3.35月339,500円3%350,000円議 員

（注）１　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額および支給率に基づき、１期（４年＝４８月） 
　　　　勤めた場合における退職手当の見込額です。 
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取得人数付　与　日　数　等区　　　　　　　　分

必要と認められる期間選挙権その他の公民権を行使する場合

有　
　
　

給　
　
　

休　
　
　

暇

必要と認められる期間証人等として国会等に出頭する場合

必要と認められる期間骨髄提供を提供する場合

4人1年のうち5日間以内ボランティア活動に参加する場合

6人連続する7日以内（週休日含む）結婚する場合

10日以内で必要と認められる期間妊娠に起因する障害（つわり）により業務困難な場合

1日1時間または1日2回それぞれ30分妊娠中の通勤混雑緩和

必要と認められる期間妊娠中の健康保持のための休息または捕食

9人必要と認められる期間母子保健法による保健指導、健康診査を受ける場合

10日以内で必要と認められる期間妊娠１２週間未満で流産をした場合

4人出産予定日まで6週間産前休暇

5人出産日の翌日から8週間産後休暇

1人1日2回それぞれ30分以内1歳未満児の保育を行う場合

2日以内生理日において業務困難な場合

5人2日以内で必要と認められる期間妻の出産休暇（出産予定日14日以内から出産後14日）

5日間以内育児参加をする場合

10人必要と認められる期間乳幼児の健康診査、予防接種等の介助をする場合

2人1年以内で5日間以内小学校就学前の子の看護をする場合

54人配偶者10日、父母7日、子5日など親族が死亡した場合

1日以内父母・配偶者・子の追悼をする場合

－7月から9月までで、3日以内夏季における心身健康維持増進等をする場合

必要と認められる期間災害、交通機関等の事故時により勤務することができない場合

必要と認められる期間結核性疾患により勤務軽減を図る場合

必要と認められる期間職務の遂行に必要な資格試験または昇任試験を受ける場合

必要と認められる期間国、県、市町村その他公共団体からの表彰を受ける場合

必要と認められる期間公共団体主催の運動競技会へ選手または役員として参加する場合

必要と認められる期間職務に関連があると認められる海外視察及び海外派遣団に参加する場合

1人必要と認められる期間その他、任命権者が特に必要とみとめた場合

1人6カ月以内要介護者を介護する場合（介護休暇）無給
休暇 8人3歳に達するまでの必要な期間３歳未満の子を育児する場合（育児休業）

※　取得人数は累計です。

■３－３　病気休暇の状況について

合　　計
心身の故障
など

内　　科
（呼吸器など含む）

外　　科区　　分

19 人5 人9 人5 人職 員 数（ 人 ）

1,022 日483 日349 日190 日病 休 日 数

53.8 日96.6 日38.8 日38.0 日平均取得日数

■３－１　勤務時間の状況について
勤　　　務　　　時　　　間　　　な　　　ど区　　　　　　分

毎週月曜日から金曜日までの週５日間（国民の祝日及び１２月２９日～１月３日を除く）勤務日　※本庁舎及び鳴瀬庁舎勤務の場合

午前８時３０分～午後５時１５分　休憩時間：正午から４５分間1日の正規の勤務時間

1日8時間×5日間＝40時間1週間当たりの勤務時間

６：００～２１：００の間で９パターンを設定し、８時間の勤務をする　※平成１９年度は、約５８０，０００円の時間外勤務手当を削減できました。時差出勤制度

■３－２　年次有給休暇の状況について
　　　　　（平成1９年１月１日～平成1９年１２月３１日）

消化率
（ｂ）／（a）

平均取得日数
（ｂ）／（ｃ）

対象職員数
（ｃ）

総取得日数
（ｂ）

総付与日数
（ａ）

22.7 %9.0 日245.0人2,205.9 日9,700.0 日

※　平成19年中の全期間を市長部局に在籍し、期間中に採用・退職・育児休業・休職がある職員を除
いています。

３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

４　職員の分限及び懲戒処分の状況
■４－１　分限処分について
　分限処分とは、勤務実績不良の場合や心身の故障の場合、またはその職に必要な適格
性を欠く場合において、公務能率の維持並びに適正な行政運営の確保を図るために行
われる処分です。

処分の種類区　　　　　　　　　分

合計降給休職降任免職処分の具体的な理由

0人勤務成績がよくない場合

0人心身の故障の場合

0人職に必要な適格性を欠く場合

0人職制、定数の改廃、予算の減少により廃職、過員を生じた場合

0人刑事事件に関し起訴された場合

0人条例で定める事由による場合

　懲戒処分とは、法令に違反した場合、職務上の義務に違反し、もしくは職務を
怠った場合、または全体の奉仕者たるにふさわしくない非行があった場合におい
て、職場の秩序を維持し、回復を図るために行われる処分です。

処分の種類区　　　　　　　　　分

合計戒告減給停職免職処分の具体的な理由

0人一般服務違反関係

1人1人公金公用物等取扱関係

0人公務外非行行為

0人交通事故・交通法規違反関係

1人1人監督責任関係

■４－２　懲戒処分について

　地方公務員法第30条の規定により、職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し職務の
遂行に当たっては、全力を挙げて専念しなければならないとされています。
　ただし、職務に専念する義務は、次の場合に限り免除されます。

５　職員の服務の状況

ア　研修を受ける場合
イ　厚生に関する計画の実施に参加する場合
ウ　その他、任命権者が認めた場合

�
職
員
研
修
の
様
子

■３－４　その他の休暇制度および育児休業制度の概要について
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合 計
職　　種

評定結果評定の時期
労務職行政職

20人2人18人極 め て 良 好

平成2 0年
1 月 1 日

67人4人63人特 に 良 好

254人18人236人良 好

9人1人8人やや良好でない

0人0人0人良 好 で な い

350人25人325人合　　　　　　計

６　職員研修および勤務成績の評定の状況
　職員の研修は、人材育成基本方針に基づき、研修を通じて地方分権時代にふさわしい人材を育成し、本市のまちづくりや行政経営を推進することを目的に計画しています。

■６－１　研修実績について
参 加
人 数

件数また
は 回 数

主　　　　な　　　　研　　　　修研修区分

44人８講座
新規採用職員研修や概ね採用５、１０年目の全職員を対象とした一般職員研
修、主任級以上を対象とした監督者研修、班長・課長級を対象とした管理職
研修など

階 層 別
研 修

研 修 所
研 修

82人28講座
防災、法制執務、契約事務等の実務研修や、組織マネジメント、目標管理
と人事評価、交渉力向上、顧客満足、まちづくり実践など、知識習得のた
めの専門分野研修

専門研修

249人14講座
建設技術職員研修や共済組合主催のメンタルヘルス講座、健康（メタ
ボ）セミナーや、道路財源制度、裁判員制度に関する時局講演会など

各種団体主催研修

491人７回全職員を対象に様々な行政課題に関する研修や講演会の開催講演会等

職場研修
268人11回

自主救護能力と救命率の向上、防災意識の高揚を図るため、全職員を対
象（普通救命資格取得率１００％）に救急救命講習会を実施

救命講習

２人－県及び広域行政事務組合への派遣長期派遣
派遣研修

１人1講座市町村職員中央研修所、自治大学校への派遣など短期派遣

■６－２　勤務成績の評定の状況について

ア　定期健康診断

受診率受診者数対象人数対　　　象　　　者項　　目

100.0％233人233人35歳未満の全職員及び臨時職員一般定期健康診断

96.1％224人233人35歳未満の全職員及び臨時職員結 核 健 診

13.3％10人75人一般定期健康診断受診結果により対象職員事 後 指 導 会

100.0％232人232人35歳以上の全職員人 間 ド ッ ク

26.2%51人195人40歳以上の全職員（希望により受診）脳 ド ッ ク

イ　がん検診

受診率受診者数対象人数対　　象　　者項　　目

92.8%64人69人35歳以上の女性職員乳 が ん 健 診

65.2%45人69人35歳以上の女性職員子 宮 が ん 検 診

（２）　メンタルヘルス対策
　職員のストレス要因の増加に伴うメンタルヘルス対策として、メンタルヘル

スに関する理解と知識の普及、職員の状態に応じた適切な指導のために次の事

業を実施しています。

ア　メンタルヘルス研修会
　管理監督者向け及び一般職員向けメンタルヘルス研修への積極的な参加。

イ　メンタルヘルス相談
　共済組合メンタルヘルス電話相談窓口を設置。

▲「大曲ボランティアの森」
植樹事業にも多くの職員が参加

ア　職員互助会組織の概要

概　　　　　　　　　　要項　目

東松島市職員互助会名 称

 371人（一般職員）会 員 数

 7,391千円総事業費

ウ　慶弔時の給付

概　　　　　　　　　　要項　目

退会給付金、結婚祝金、出産祝金祝 金

弔慰金弔 慰 金

病気見舞金、災害見舞金そ の 他

イ　職員福利厚生事業

概　　　　　　　　　　要項　目

スポーツ等活動助成金健康増進事業

レクリエーション事業費、健康増進センター（ゆぷと）利用助成金元気回復事業

■７－３　職員互助会組織の設置について
　職員の相互扶助による福祉の増進のために条例等に基づいて職員互助組織を設置し、職員の健康増
進や元気回復、職員間の親睦を図っています。また、フラワーストリートの植栽事業やクリーン作戦運動に
も積極的に参加しております。互助会は職員からの会費にて運営しております。

７　職員の福祉および利益の保護の状況

（１）　健康管理対策
　定期健康診断などを実施するとともに、その結果を有効に活用していくために次の事業を実施し

ています。

■７－１　健康の保持増進について

災害の概要認定件数発生件数加入団体

公務中の負傷・・・３件　 
通勤中の負傷・・・０件

3 件3 件地方公務員災害補償基金宮城県支部

■７－２　安全管理について
　衛生管理者や安全衛生推進者による職場ごとの安全管理を推進しています。なお、平成19年度に
おける公務災害・通勤災害の認定件数は次のとおりです。

■７－４ 利益の保護の状況について

ア　職員の勤務条件に関する措置要求の状況 ０件

イ　職員に対する不利益処分に関する不服申立ての状況 ０件
※公平委員会の事務を委託している宮城県人事委員会からの報告です。

お問い合わせは、��

総務課秘書人事班まで��

　　�内線1214

※　行政職は55歳、労務職は57歳を超えると昇給抑制となって
います。
※　育児休業・病気休業取得職員を除いています。

東松島市人事行政の運営状況
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表
彰
状
贈
呈
者

【
自
治
功
労
】

八
木
登
喜
雄（
現
市
議
会
議
員
／

小

野
上
）▼
亀
山
五
郎（
元
行
政
区
長

／
下
町
二
）▼
�
橋
祐（
元
大
塩
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
委
員

／

裏
一
）▼
加
藤
勝（
同
／

小
分
木
）

▼ 

倉
孝
子（
同
／

塩
入
）

【
産
業
功
労
】

渥
美
榮（
現
い
し
の
ま
き
農
業
協
同

組
合
理
事
／

中
東
）▼
里
磯
辺
会

【
教
育
文
化
功
労
】

浅
野
隆
志（
現
前
里
分
館
長
／

前

里
）▼
菅
原
湛
子（
現
矢
本
婦
人
会

副
会
長
／

駅
前
）▼
阿
部
京
子（
同
／

筒
場
）

【
民
生
安
定
功
労
】

加
藤
京
子（
現
民
生
委
員
児
童
委

員
／

前
里
）▼
齋
藤
あ
や
子（
同
／

柳

上
）

【
保
健
衛
生
功
労
】

布
川
芳
夫（
現
環
境
衛
生
推
進
員
／

上
河
戸
二
）▼
野
田
善
雄（
同
／

里

南
）▼
雫
石
賢
一（
同
／

上
浜
一
）▼

東
松
島
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

【
建
設
功
労
】

佐
藤
正（
元
土
木
委
員
／

往
還
）

【
産
業
特
別
功
労
】

矢
本
浅
海
漁
業
研
究
会
▼
尾
形
一

彦（
大
浜
）▼
津
田
誠（
上
浜
二
）▼

津
田
千
家
穂（
下
浜
一
）▼
三
浦
一

郎（
上
浜
二
）

【
民
生
安
定
特
別
功
労
】

佐
藤
優（
洲
崎
）

感
謝
状
贈
呈
者

【
行
政
区
協
力
員
】

鈴
木
勝
雄（
上
町
二
）▼
菅
澤
敏

（
東
大
溜
）▼
岩
崎
治
子（
下
町
二
）

▼
遠
藤
捷
子（
下
町
四
）▼
松
浦
清

喜（
下
町
四
）▼
大
江
み
さ
子（
下

町
五
）▼
森
田
匡
子（
作
田
浦
）▼

今
野
か
つ
子（
上
納
）▼
高
橋
恵
美

子（
横
沼
二
）▼
�
橋
子
男（
貝
殻

塚
一
）▼
�
橋
君
枝（
南
一
）▼
長

島
保
子（
新
川
前
）▼
上
野
博
文

（
新
川
前
）▼
舘
石
清
造（
小
松
台
）

▼
木
村
健
三（
小
松
台
）▼
千
葉
敬

藏（
川
下
）▼
�
橋
由
美
子（
洲
崎
）

【
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
】

小
野
榮
雄（
大
浜
）

【
社
会
福
祉
推
進
に
寄
与
】

ひ
ま
わ
り
会

【
道
路
の
環
境
美
化
に
尽
力
】

北
赤
井
地
区
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
推

進
委
員
会

【
金　

万
円
を
市
に
寄
附
】

３００

佐
々
木
俊（
関
の
内
三
）

【
乗
用
自
動
車
を
市
に
寄
附
】

宮 

さ
ち
子（
八
幡
）

【
備
品
な
ど
を
小
松
台
自
主
防
災

会
に
寄
贈
】

有
限
会
社　

辺
見
興
業

【
海
で
お
ぼ
れ
て
い
た
女
性
を
救
助
】

谷
口
昌
弘（
作
田
浦
）

　
　

月
７
日（
金
）、平
成　

年
市
政
功
労
者
表
彰
式
が
市
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ

１１

２０

セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
の
表
彰
式
に
は
、受
賞
者

を
は
じ
め
関
係
者
な
ど　

人
が
参
加
。阿
部
市
長
か
ら　

個
人
と
３
団
体

１７０

２０

に
表
彰
状
が
、　

個
人
と
３
団
体
に
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

２１

　

こ
こ
で
は
、表
彰
式
で
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
と
、各
種
叙
勲
・
褒
章
、文
化

の
日
知
事
表
彰
と
大
臣
表
彰
、各
種
功
労
者
を
紹
介
し
ま
す（
敬
称
は
省
略

し
ま
す
）。

市
政
発
展
へ
多
大
な
貢
献

平
成

年
市
政
功
労
者
表
彰

２０

▲受賞者代表であいさつをする齋藤あや子さん

▲受賞者一人ひとりに、表彰状・感謝状が手渡されました
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各
種
叙
勲
、 

褒
章
受
章
者　

 
 
春
の

叙

勲

受

章

者

【
瑞
宝
小
綬
章
】木
村
得
之（
元
公

立
養
護
学
校
長
／

本
町
）

【
瑞
宝
双
光
章
】遠
藤
茂
夫（
元
公

立
小
学
校
長
／

南
四
）▼
亀
山
洋
一

（
元
特
定
郵
便
局
長
／

下
町
二
）

 
 
秋
の

叙

勲

受

章

者

【
旭
日
単
光
章
】大
森
正
孝（
元
宮

城
県
麺
類
飲
食
業
生
活
衛
生
同
業

組
合
副
理
事
長
／

南
四
）

【
瑞
宝
単
光
章
】後
藤
忠
吉（
元
日

本
国
有
鉄
道
職
員
／

浜
市
下
）

 
 
高
齢
者
叙
勲
受
章
者

【
旭
日
単
光
章
】小
野
文
雄（
元
鳴

瀬
町
議
会
議
員
／

道
地
）

【
旭
日
単
光
章
】熊
谷
惇
一（
元
矢

本
町
議
会
議
員
／

下
町
一
）

 
 
第　

回

危

険

業

務 

１０

 
 
従
事
者
叙
勲
受
章
者

【
瑞
宝
双
光
章
】大
瀧
均（
元
２
等

空
尉
／

上
河
戸
一
）

【
瑞
宝
単
光
章
】佐
藤
勤（
元
３
等

空
尉
／

大
溜
）▼
元
木
和
康（
元
３

等
空
尉
／

中
）▼
佐
藤
松
治（
元
法

務
事
務
官
／

新
東
名
北
）

 
 
第　

回

危

険

業

務 

１１

 
 
従
事
者
叙
勲
受
章
者

【
瑞
宝
双
光
章
】越
井
啓
路（
元
警

視
正
／

東
名
元
場
）

【
瑞
宝
単
光
章
】兒
玉
隆
雄（
元
３

等
空
尉
／

南
新
一
）▼
渡
邉
三
夫

（
元
３
等
空
尉
／

東
大
溜
）

各
種
功
労
者
の
皆
さ
ん

�
地
区
衛
生
組
織
活
動
功
労

【（
社
）全
国
地
区
衛
生
組
織
連
合

会
会
長
表
彰
】及
川
吉
雄（
市
環
境

衛
生
推
進
員
／

平
岡
）

�
保
健
衛
生
功
労

【
宮
城
県
知
事
表
彰
】中
村
浩
一
郎

（
現
市
環
境
衛
生
推
進
員
・
保
健
推

進
員
／

筒
場
）

�
公
衆
衛
生
民
間
功
労

【（
社
）宮
城
県
公
衆
衛
生
団
体
連

合
会
会
長
表
彰
】長
江
陸
郎（
現
環

境
衛
生
推
進
員
／

上
町
一
）▼
佐
藤

悦
郎（
同
／

表
）▼
布
川
芳
夫（
同
／

上
河
戸
二
）▼
野
田
善
雄（
同
／

里

南
）▼
雫
石
賢
一（
同
／

上
浜
一
）▼

増
子
長
壽（
同
／

御
下
）▼
櫻
井
隆

典（
同
／

関
の
内
一
）▼
渋
川
義
次

（
同
／

横
沼
東
）▼
酒
井
久
夫（
同
／

前
柳
）▼
宍
倉
武
史（
同
／

東
大
溜
）

�
地
区
衛
生
組
織
育
成
指
導
功
労

【
宮
城
県
石
巻
保
健
所
長
表
彰
】戸

村
英
雄（
元
市
環
境
衛
生
推
進
員
／

南
四
）▼
佐
藤
勝
秋（
同
／

下
浜
二
）

▼
千
葉
学（
同
／

往
還
下
）▼
宍
倉

武
史（
現
同
／

東
大
溜
）

�
環
境
衛
生
改
善
功
労

【
石
巻
圏
公
衆
衛
生
組
合
連
絡
協

議
会
会
長
表
彰
】蛯
名
勝
藏（
元
市

環
境
衛
生
推
進
員
／

河
戸
）▼
土
井

義
輝（
現
同
／

小
分
木
）▼
阿
部
常

泰（
同
／

東
名
新
場
）▼
五
野
井
憲

（
同
／

横
沼
二
）▼
黒
沢
敏
秋（
元
同

／

裏
二
）▼
吉
田
幸
雄（
現
同
／

亀
岡

西
）▼
安
積
雅
隆（
元
同
／

根
古
）▼

松
岡
信
雄（
現
同
／

大
塚
）▼
阿
部

直
行（
同
／

前
里
）

�
統
計
功
労

【
宮
城
県
統
計
協
会
会
長
表
彰
】阿

部
勝
也（
現
市
統
計
調
査
員
／

表
）

▼
沼
田
員
秋（
同
／

横
沼
二
）▼
熊

谷
源（
同
／

五
味
倉
）▼
吉
田
國
夫

（
同
／

南
五
）

【
宮
城
県
統
計
調
査
員
協
議
会
連

合
会
会
長
感
謝
状
】佐
藤
正
己（
現

市
統
計
調
査
員
／

南
四
）▼
邊
見
勝

昭（
元
同
／

塩
入
）▼
片
倉
勇
規（
同

／

下
小
松
）▼
相
澤
良
勝（
現
同
／

下

浜
一
）

�
薬
務
行
政
功
労

【
宮
城
県
知
事
褒
状
】東
松
島
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

�
国
民
健
康
保
険
事
業
功
労

【
宮
城
県
知
事
褒
状
】石
川
儀
一
郎

（
元
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
／

南
一
）▼
大
野
安
文（
現
同
／

立
沼
）▼
大
江
裕
子（
栄
養
士
／

上

町
一
）▼
尾
形
涼
子（
同
／

鹿
妻
二
）

▼
真
籠
し
の
ぶ（
保
健
師
／

上
河
戸

二
）

�
消
防
防
災
功
労

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】雫
石
堅
持

（
市
消
防
団
副
団
長
／

川
下
上
）▼

櫻
井
幸
作（
同
統
括
分
団
長
／

里

北
）

【
宮
城
県
知
事
永
年
勤
続
表
彰
】齋

藤
文
孝（
市
消
防
団
分
団
長
／

照

井
）▼
櫻
井
忠（
同
／

西
福
田
下
）▼

佐
々
木
健
彦（
同
部
長
／

中
下
）▼

和
泉
芳
彦（
同
／

新
町
）▼
雫
石
康

次（
同
／

上
浜
二
）▼
伊
藤
清（
同
／

上
下
堤
上
）▼
木
村
静
彦（
同
／

南

一
）▼
相
澤
富
士
雄（
同
／

西
福
田

下
）▼
武
田
惠
喜（
同
／

鹿
妻
一
）▼

石
森
和
之（
同
班
長
／

鹿
妻
一
）▼

阿
部
巌（
同
／

大
島
）▼
豊
島
伸
治

（
同
／

道
地
）▼
高
橋
克
実（
同
／

大

島
）▼
大
野
正
志（
同
／

立
沼
）▼
土

井
法
彦（
同
／

五
味
倉
）▼
菅
原
満

雄（
同
／

立
沼
）▼
尾
形
敬（
同
／

鹿

妻
一
）▼
千
葉
和
久（
同
団
員
／

亀

岡
東
）▼
櫻
井
哲（
同
／

里
北
）▼
奥

田
芳
春（
同
／

小
分
木
）▼
吉
田
繁

雄（
同
／

下
小
松
）

�
援
護
事
業
功
労

【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】織
谷
ウ
ラ

子（
現
市
遺
族
会
女
性
部
長
／

新
町
）

【
日
本
遺
族
会
長
表
彰
】阿
部
勝
也

（
現
市
遺
族
会
副
会
長
／

表
）

【
宮
城
県
連
合
遺
族
会
長
表
彰
】櫻

井
富
雄（
現
市
遺
族
会
副
会
長
／

肘

曲
）▼
松
浦
正
義（
現
市
矢
本
地
区

遺
族
会
副
会
長
／

谷
地
）▼
北
條
さ

つ
き（
元
市
遺
族
会
幹
事
／

大
塚
）

▼
澁
谷
鈴
子（
現
同
／

川
下
）

【
宮
城
県
知
事
感
謝
状
】櫻
井
満

（
現
市
遺
族
会
会
長
／

四
反
走
）

【
宮
城
県
連
合
遺
族
会
長
感
謝
状
】

須
田
榮
子（
現
矢
本
地
区
遺
族
会

女
性
部
長
／

大
島
）

▲多大な地域貢献で各種叙勲を受章

�
平
成　

年
大
臣
表
彰
受
賞
者

２０

【
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
】

志
田
茂
雄（
元
民
生
委
員
児
童
委

員
／

関
の
内
一
）▼
菅
原
湛
子（
同
／

駅
前
）

�
平
成　

年
文
化
の
日
県
表
彰
受
賞
者

２０

【
地
方
自
治
功
労
】

三
浦
昇（
現
市
議
会
議
員
／

南
新

一
）▼
大
山
三
智（
元
鳴
瀬
町
議
会

議
員
／

上
下
堤
上
）

【
消
防
防
災
功
労
】

及
川
繁
喜（
現
市
消
防
団
分
団
長
／

根
古
）▼
櫻
井
幸
作（
同
／

里
北
）

【
交
通
安
全
功
労
】

土
井
健
雄（
元
市
交
通
安
全
指
導

隊
長
／

裏
）

大
臣
表
彰
・
知
事
表
彰
受
賞
者

平成20年市政功労者表彰
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広 告� 広 告�

生涯学習カレンダーに広告を掲載しませんか�生涯学習カレンダーに広告を掲載しませんか�生涯学習カレンダーに広告を掲載しませんか�
　平成21年度版「東松島市生涯学習カレンダー」の有料広告掲載を募集します。�

　生涯学習カレンダーは、市内全世帯や公共施設などに配布され、多くの人が目にする有力な宣伝媒体

となります。募集内容と方法については、下記のとおりですので、ぜひ、お申し込みください。�

■募集対象　市内に住所を置く、事業所および団体など�

■掲載料金　１枠につき　20,000円�
　（縦50㎜×横180㎜　フルカラー印刷）�
■募集口数　各月２枠、計24枠分�
　（１広告主につき、複数枠の申込可）�
■掲載位置　カレンダー各月行事の下部分で掲載月は

市が指定�

　※掲載場所のイメージは右図のとおり�

■掲載できないもの�

①社会的妥当性が認められないもの。道徳観に反する

もの�

②法令などに違反するもの。人権侵害となるもの�

③政治または宗教色の強いもの、社会問題に対する主

義主張�

④個人の名刺広告�

⑤その他、広告として相応しくないと判断されるもの�

■締め切り　１月30日（金）　17時まで�
■規格　見開きＡ２判（中折仕

上Ａ３判）フルカラー32ペー

ジ（広告掲載部分は４月から

翌年３月までの12か月分）�

■発行日　平成21年３月末�

■発行数　約15,500部�

■配布先　市内全世帯、公共施

設など�

生涯学習カレンダーの�
イメージは�

このようになります�

募 集 内 容�

【
広
告
掲
載
ま
で
の
主
な
流
れ
】�

①「広告掲載申込書」および「広告原稿」を提出【申込者→市】�

　申込用紙は、教育委員会生涯学習課生涯学習班にあります。�

　　　　　　　　　　�

②広告審査委員会による審査【市】�

　　　　　　　　　　�

③掲載決定【市】�

　　　　　　　　　　�

④「広告掲載決定通知書」の送付【市→申込者】�

　※広告掲載料納入通知書も合わせて送付します。�

　　　　　　　　　　�

⑤広告掲載料の納入【申込者→金融機関】�

　　　　　　　　　　�

⑥広告の掲載【市】�

■問･申し込み�

　生涯学習課生涯学習班�

　�内線3203
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矢
本
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

（
及
川
良
彦
会
長
）で
、こ
の
ほ
ど

地
域
内
で
利
用
す
る
備
品
の
整
備

が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平
成

　

年
度
自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ

２０テ
ィ
助
成
事
業
で
、市
町
村
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な
ど
が
行
う
活

動
に
必
要
な
備
品
や
設
備
の
整
備

に
関
す
る
事
業
に
対
し
て
、助
成

す
る
も
の
で
す
。

　

同
協
議
会
で
は
、地
域
内
に
居

住
す
る
住
民
の
交
流
や
、住
宅
地

域
と
農
村
地
域
と
の
人
、物
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
、温

か
い
連
帯
感
や
よ
り
良
い
生
活
環

境
な
ど
を
実
現
す
る
た
め
の
備
品

と
し
て
購
入
し
ま
し
た
。主
な
購

入
物
品
は
、テ
ン
ト
、簡
易
テ
ー
ブ

ル
、綿
菓
子
機
、放
送
設
備
な
ど
で

今
後
、各
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
活
動
が
益
々
活
発
に
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

の情報広場街

ス
ト
ッ
プ
！ 
自
殺

 

借

金

と

自

殺

　

自
殺
の
原
因
と
し
て
、多
重
債

務
な
ど
の
借
金
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

借
金
を
す
る
理
由
と
し
て
は
、

収
入
の
減
少
に
よ
る
生
活
費
の
捻

出
、事
業
の
運
転
資
金
、ギ
ャ
ン
ブ

ル
な
ど
様
々
で
す
。最
初
は
返
せ

る
範
囲
の
借
金
が
徐
々
に
増
え
、

返
済
で
き
な
い
金
額
に
な
り
、精

神
的
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。

　

借
金
は
解
決
で
き
ま
す
。９
月

に
行
わ
れ
た
�
い
の
ち
を
守
る（
自

殺
予
防
）講
演
会
�で
の
解
決
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

①
任
意
整
理　

②
特
定
調
停

③
個
人
民
事
再
生　

④
自
己
破
産

な
ど
、そ
の
人
の
状
況
に
合
っ
た

解
決
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、借
金
は
恐
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。借
金
は
必

ず
解
決
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
相

談
し
て
下
さ
い
。

＜

相
談
先（
平
日
）＞

■
仙
台
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー（　

時
〜　

時
）

１０

１５

　

�　

－

　

－

２
３
８
３

０２２

２２３

■
法
テ
ラ
ス
宮
城（
９
時
〜　

時
）

１７

　

�　

－

３
３
８
３－

５
５
３
７

０５０

■
市
民
課
消
費
生
活
相
談
員（
月
・

水
・
金
９
時
〜　

時
）

１５

　

�
内
線
１
１
２
９

■
問　

福
祉
課
保
健
福
祉
総
務
班

　

�
内
線
１
１
９
０
・
１
１
７
３

宝
く
じ
は
地
域
の
た
め
に
！

平
成

年
度
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

２０

▲簡易テーブルなどは貸し出しも行います

▲放送設備も充実し地域のイベントに活躍 ▲コミュニティの法被も作りました

東松島市長選挙･東松島市議会議員一般選挙のお知らせ

投票日は

平成2１年４月１9日（日）
告示日　平成２１年４月１２日（日）

に決定しました

　立候補予定者説明会の開催など、今後の詳しい
日程については、随時、市報ひがしまつしま・市選
挙管理委員会ホームページなどでお知らせいたし
ます。

■問　市選挙管理委員会事務局　�内線１２１５
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月　

日（
木
）、市
役
所
に
佐
藤 
優 
ゆ
う

１０

３０

さ
ん（
野
蒜
）が
訪
れ
、阿
部
市
長
に
世

界
選
手
権
で
の
優
勝
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
、９
月
に
ト
ル
コ（
イ
ズ
ミ
ー

ル
）で
行
わ
れ
、佐
藤
さ
ん
は　

�　

の

４６

２０

世
界
ろ
う
者
新
記
録
を
樹
立
し
優
勝
。

来
年
９
月
に
台
湾
で
行
わ
れ
る
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク（
視
聴
覚
障
害
者
の
国
際
総

合
競
技
大
会
）の
出
場
も
内
定
し
、「
こ

れ
か
ら
も
記
録
を
の
ば
し
て
い
き
た

い
」と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日（
金
）と　

月
１
日（
土
）の

１０

３１

１１

２
日
間
、東
北
方
面
隊
震
災
対
処
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、自
衛
隊
と
防
災
関
係

機
関
な
ど
と
の
共
同
連
携
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
。会
場
の
浜
市

東
部
運
動
公
園
に
は
、災
害
派
遣
時
に

活
躍
す
る
器
材
や
装
備
品
な
ど
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、炊
き
出
し
訓
練
と

し
て
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
を
作
り
、参
加

し
た
地
域
住
民
ら
に
配
ら
れ
ま
し
た
。

▲自衛隊による炊き出し訓練の様子

　
　

月
６
日（
木
）、高
橋
よ
り
子
さ
ん

１１

（
柳
上
）に
阿
部
市
長
よ
り　

歳
の
特
別

１００

敬
老
祝
い
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

よ
り
子
さ
ん
は
、明
治　

年
の
旧
雄

４１

勝
町
生
ま
れ
で
、（
故
）良
助
さ
ん
と
結

婚
し
、現
在
ま
で
赤
井
鷲
塚
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。若
い
頃
は
、行
商
で
野
菜
を

売
り
歩
き
、足
腰
は
丈
夫
で
現
在
も
１

人
で
歩
き
ま
す
。現
在
は
、毎
日
卵
焼
き

を
食
べ
る
の
が
大
好
き
で
、食
事
も
３

食
時
間
ど
お
り
食
べ
て
い
る
そ
う
で
す
。

▲高橋より子さんを囲んで１００歳を祝いました

佐藤優さんが市長に金メダル報告
世界ろう者陸上選手権女子やり投げ

迅速な災害対応を目指す
東北方面隊震災対処訓練

これからも元気でね
１００歳特別敬老祝い

▲金メダルをつけ優勝報告に訪れた佐藤さん

　

「
創
造
・
発
表
・
そ
し
て
心
を
つ
な
ぐ
喜
び
」を

テ
ー
マ
に
第
４
回
ひ
が
し
ま
つ
し
ま
市
民
文
化

祭（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

月　

日（
土
）、　

日（
日
）は
、小
野
公
民

１０

２５

２６

館
・
小
野
地
区
体
育
館
を
会
場
に
展
示
の
部
を

開
催
。市
文
化
協
会
や
各
公
民
館
の
教
室
、一
般

団
体
・
愛
好
会
な
ど
が
制
作
し
た
陶
芸
、華
道
、

絵
画
、書
道
、写
真
な
ど
多
く
の
作
品
が
所
狭
し

と
並
び
、来
場
者
の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月
８
日（
土
）、９
日（
日
）の
両
日
、

１１

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
ス
テ
ー
ジ
の

部
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。８
日
の
舞
踊
ス
テ
ー
ジ

で
は
日
本
舞
踊
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
、９
日
の
音
楽
ス

テ
ー
ジ
で
は
バ
ン
ド
演
奏
や
合
唱
な
ど
を
披
露
。

各
団
体
と
も
日
頃
の
練
習
成
果
を
発
表
し
、訪

れ
た
観
客
を
大
い
に
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

市内の文化活動が一同に集う
ひがしまつしま市民文化祭

▲思わず見とれる作品がずらり（展示の部）

▲素晴らしいハーモニーを披露（ステージ音楽
の部）

▲茶道体験で礼儀作法を
学ぶ（展示の部） ▲フラダンスで観客を魅了（ステージ舞踊の部）
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矢
本
第
二
中
学
校
の
創
立　

周
年
記

５０

念
式
典
が
、　

月　

日（
土
）、鳴
瀬
第
二

１０

１８

中
学
校
は
翌　

日（
日
）に
各
校
体
育
館

１９

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

矢
本
二
中
の
式
典
に
は
、教
職
員
や

生
徒　

人
、保
護
者
、来
賓
な
ど
約　

人

４５４

６００

が
出
席
。オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の「
赤
井
い
ぶ

き
太
鼓
」に
続
き
、千
葉
校
長
よ
り
「
地

域
に
根
ざ
し
た
安
全
で
楽
し
い
学
校
を

創
り
た
い
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鳴
瀬
二
中
で
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
実
行
委
員

に
よ
る
記
念
事
業「
感
謝
の
会
」が
文
化

祭
と
合
わ
せ
て
開
催
。教
職
員
や
生
徒

　

人
、保
護
者
、来
賓
な
ど
約　

人
が
出

172

350

席
し
ま
し
た
。記
念
事
業
で
は
、ス
ラ
イ

ド
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
鳴
瀬
二
中
の

　

年
の
歴
史
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

５０

それぞれの歴史を振り返り
矢本二中・鳴瀬二中創立５０周年記念式典

　
　

月
６
日（
木
）、大
塩
小
学
校
を
会

１１
場
に
大
塩
ふ
る
さ
と
交
流
会（
大
塩
小

主
催
、塩
入
・
裏
沢
脳
活
性
化
教
室
共

催
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、世
代
間
交
流
を
楽
し
む

こ
と
を
目
的
に
今
回
初
め
て
開
催
さ
れ
、

同
教
室
の
お
年
寄
り　

人（　

歳
〜　

２６

６０

８３

歳
）が
作
っ
た
豚
汁
が
全
校
生
徒
に
振

る
舞
わ
れ
、大
好
評
。食
後
は
、体
育
館

で
１
年
生
の
児
童　

人
と
軽
ス
ポ
ー
ツ

５０

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
　

月　

日（
金
）、日
本
料
理
大
黒
屋

１０

２４

（
東
京
都
中
野
）を
会
場
に
第
１
回
在
京

東
松
島
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、関
東
在
住
の
旧
矢
本
・
鳴

瀬
町
民
の　

人
が
出
席
。故
郷
の
昔
話

６５

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、２

年
の
任
期
を
迎
え
た
杉
浦 
洋  
一 
会
長
は

よ
う 
い
ち

小
野
寺 
憲  
治 
新
会
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

け
ん 

じ

役
員
会
で
は
、２
年
に
一
度
の
総
会
の

間
に
交
流
会
の
開
催（
平
成　

年
は
９

２１

月　

日
予
定
）が
決
定
し
ま
し
た
。

１２

　

宮
城
県
選
抜
選
手
に
選
ば
れ
た
矢
本

第
一
中
学
校
３
年
の
小
野 
沙  
織 
さ
ん

さ 

お
り

（
下
町
三
）が
、　

月
７
日（
金
）に
市
役

１１

所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

小
野
さ
ん
は
、　

月　

日（
木
）か
ら

１２

２５

４
日
間
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
全
国
都
道

府
県
対
抗
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に

出
場
し
ま
す
。レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
試
合
に
出

て
、日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
が

ん
ば
り
た
い
と
、副
市
長
に
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

▲副市長からエールが送られました

▲豚汁美味しいね

地域で楽しく世代間交流
大塩ふるさと交流会

▲ふるさと東松島の写真をスライドで上映

故郷を懐かしむ
在京東松島会総会

全国都道府県対抗中学バレーボール大会に出場
宮城県選抜選手 小野沙織さん

▲早く大きく育てばいいな

　
　

月
１
日（
土
）、矢
本
海
浜
緑
地
で

１１
大
曲
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
森
植
樹
事
業
が
、

大
曲
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会（
鈴
木

敏
正
会
長
）と
県
緑
化
推
進
委
員
会
の

共
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
は
、平
成　

年
か
ら
３
カ
年
の

１９

計
画
で
実
施
さ
れ
、松
く
い
虫
被
害
で

減
少
し
た
海
浜
緑
地
に
約
２
千
本
の
抵

抗
性
ク
ロ
マ
ツ
の
苗
木
を
植
樹
。そ
の

後
は
、市
民
協
働
の
中
で
草
刈
り
な
ど

の
育
成
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
、緑
地
の
南
側
０
・
２
�
に
市

民
や
地
域
の
協
力
企
業
な
ど
か
ら
約　
２００

人
が
参
加
し
、　

本
の
苗
木
を
植
樹
し

６００

ま
し
た
。参
加
者
は
、無
事
大
き
く
育
ち

緑
の
森
が
よ
み
が
え
る
よ
う
願
い
を
こ

め
植
え
て
い
ま
し
た
。

よみがえれ緑の森
大曲ボランティアの森植樹事業

▲矢本二中では、生徒により「赤井いぶき太鼓」を披露
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市民体育館第１３回ヤッくんカップ争奪家庭バレーボール大会１２月７日（日）

市民体育館石巻地区家庭バレーボール審判資格審査会１２月２１日（日）

　

年
末
年
始
に
お
け
る
市
内
社
会

体
育
施
設
と
市
内
小
・
中
学
校
体

育
施
設
の
休
館
日
・
休
園
日
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
社
会
体
育
施
設
休
館
日

　
　

月　

日（
土
）〜
平
成　

年

１２

２７

２１

　

１
月
５
日（
月
）

※
小
野
地
区
体
育
館
は
１
月　

日
１４

（
水
）ま
で

■
小
・
中
学
校
体
育
施
設
休
館
日

　
　

月　

日（
土
）〜
平
成　

年

１２

２７

２１

　

１
月
７
日（
水
）

■
問　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
班　

�　

－

９
０
３
０

８２

■
日
時　

平
成　

年
１
月　

日

２１

１１

（
日
）　

時
開
式（
受
付
開
始　

１３

１２

時　

分
〜
）

３０

■
会
場　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

昭
和　

年
４
月
２
日

６３

〜
平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
方

■
問　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

　

�
内
線
３
２
０
１
〜
３
２
０
３

お
知
ら
せ

年
末
年
始
に
お
け
る

体
育
施
設
の
休
館

　このコーナーでは、

みなさんからの生涯学

習情報をお待ちしてい

ます。掲載して欲しい

情報（一般市民向け）が

あればご連絡ください。

■問　生涯学習課生涯

学習班　�3203

Ｅ
メ
ー
ル：

sy
o
g
a
i@
city
.h
ig
a
sh
im
a
t

  
 
 
 
  
    
  
  
 
  
  
 
 

su
sim
a
.m
iy
a
g
i.jp

  
   
 
  
  
 
 
    

　

学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動

を
通
し
て
、明
る
く
楽
し
い
充
実

し
た
学
園
生
活
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
募
集
校　

仙
南
、大
崎
、石
巻
、

気
仙
沼
・
本
吉
、登
米
・
栗
原　

（
５
校
）

■
応
募
資
格　

県
内
に
居
住
す
る

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
方
で
、

６０

健
康
で
学
習
意
欲
が
あ
り
２
年

間
継
続
し
て
受
講
可
能
な
方

※
卒
業
さ
れ
た
方
の
再
入
学
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
受
講
料（
年
間
）

　

入
学
金　
　

５
、０
０
０
円

　

受
講
料　

１
５
、０
０
０
円

■
定
員　

各　

人（
定
員
を
超
え

４０

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
申
し
込
み
方
法　

申
込
書
に
記

入
の
上
応
募
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
も
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

■
締
切
日

　

平
成　

年
１
月　

日（
金
）必
着

２１

３０

■
問
・
申
し
込
み　

宮
城
県
社
会

福
祉
協
議
会　

い
き
が
い
健
康

課　

宮
城
い
き
い
き
学
園

　

�　

－

　

－

８
４
７
７

０２２

２２５

成
人
式
開
催
に
つ
い
て

　

東
松
島
市
で
は
、新
成
人
の
皆

さ
ん
の
門
出
を
祝
い「
平
成　

年
２１

成
人
式
」を
開
催
し
ま
す
。現
在
市

外
に
お
住
ま
い
の
方
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、ご
希
望
の
方
は
生

涯
学
習
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
カ
レ
ン
ダ
ー
掲
載
原
稿

　

内
容
は
、市
民
を
対
象
と
し
た

行
事
に
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み　

氏
名（
団
体
名
）・

行
事
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
申
込
期
限　

１
月　

日（
金
）

30

※
カ
レ
ン
ダ
ー
配
布
は
平
成　

年
２１

３
月
末
の
予
定
で
す
。

■
問
・
申
し
込
み　

生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
班

　

�
内
線
３
２
０
１
〜
３
２
０
３

　
　

－

６
９
３
３

FAX
８２

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

受
講
者
募
集

■
日
程

　

平
成　

年
１
月　

日（
火
）〜

２１

２０

　
　

日（
水
）

２１
■
時
間　

９
時
〜　

時
１６

■
対
象　

石
巻
管
内
に
在
住
の
方

で
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
す

る
方
、ま
た
は
そ
れ
と
同
程
度

の
方（
２
日
間
受
講
可
能
な
方
）

■
場
所　

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

（
石
巻
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
館
内
）

■
募
集
期
間（
到
着
分
有
効
）

　

月　

日（
月
）〜
平
成　

年
１
月

１２

２２

21

８
日（
木
）

■
受
講
料　

無
料

■
定
員　
　

人（
定
員
を
超
え
た

１６

場
合
は
抽
選
）

■
問
・
申
し
込
み

　

〒　
－

０
０
３
２

９８６

　

石
巻
市
開
成
１
番
地　
３５

　

視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー

　

�　

－

３
１
０
２

９６

募　
　
　

集

平
成　

年
度

２１

宮
城
い
き
い
き
学
園

学
園
生
募
集

出出出出出出出出出出出出出出出出
会会会会会会会会会会会会会会会会
いいいいいいいいいいいいいいいい

出
会
いふふふふふふふふふふ
ふふふふふふ
れれれれれれれれれれれれれれれれ
ああああああああああああああああ
いいいいいいいいいいいいいいいい

ふ
れ
あ
い

学学学学学学学学学学学学学学学学
びびびびびびびびびびびびびびびび
ああああああああああああああああ
いいいいいいいいいいいいいいいい

学
び
あ
い

＊お知らせ＊　小野地区体育館は１月１４日（水）まで床面のウレタン樹脂の塗布の

ため使用できません。

＜市内体育施設で行われる主なスポーツイベント＞

M
A
NA
-be!

M
A
NA
-be!

M
A
NA
-be!

ま
な
び
ぃ�

ま
な
び
ぃ�

ま
な
び
ぃ�

生涯学習情報コーナー�

平
成　

年
度

２１

生
涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー

　

掲
載
原
稿
募
集
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MANA-be!　まなびぃ

　「ふるさと教室」とは、市内の自然に触れたり、自然を生かした産業などを体験することによ

って郷土をより理解したり、郷土を愛する心を育てることを目的としています。�

　市内全10校の小学４年生全員を対象に、延べ６回にわたり「宮城県松島自然の家」で１泊２

日の体験学習を行いました。�

野蒜海岸でいかだ遊び　星空観察　大高森登山ハイキング　東名かき共同処理場見学　かにつり�

かきむき体験　海苔つくり体験　海水からの塩作り　貝殻細工　ふるさとの民話を聞くなどなど�

今年度の活動メニュー（一例）�

活動の様子を、写真にて紹介します！！�

▲海水から塩を作りました�▲海水から塩を作りました�
▲大高森でハイ・ポーズ！�

�
い
か
だ
作
り
を
体
験�

�「
カ
キ
」に
つ
い
て
勉
強�

▲生ガキいただきま～す�▲生ガキいただきま～す�

▲ふるさとの民話を聞きました� ▲お月さま見えるかな�
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ご
み
収
集
、し
尿
汲
取
り

年
末
・
年
始
の
お
知
ら
せ

　

年
末
・
年
始
の
ご
み
収
集
日
は
、

市
内
全
て
次
の
期
間
が
休
み
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
可
燃
ご
み
収
集

月
・
木
収
集
地
区：

　

日
か
ら

３０

１
月
４
日
の
１
週
間

火
・
金
収
集
地
区：

　

日
か
ら

３１

１
月
５
日
の
１
週
間

●
資
源
ご
み
収
集
　

日
か
ら
の

２１

週
と　

日
か
ら
の
週
の
２
週
間

２８

●
容
器
包
装
プ
ラ
収
集
　

日
、

２４

　

日
の
２
回

３１

　

各
家
庭
に
配
布
済
み
の「
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」で
収
集
日
を

確
認
し
、ご
み
を
出
す
日
を
間
違

え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、年
末
は
、し
尿
汲
取
業
者

へ
の
申
し
込
み
が
殺
到
し
ま
す
の

で
、余
裕
を
持
っ
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

順
調
な「
容
器
包
装
プ
ラ
」

さ
ら
に
分
別
協
力
を

　

今
年
５
月
か
ら「
容
器
包
装
プ

ラ（
以
下：

プ
ラ
）分
別
収
集
」が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。皆
さ
ん
の

協
力
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
の
６
カ

月
、毎
月
約　

�
も
の
プ
ラ
が
収

１５

集
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、収
集
さ
れ
た
プ
ラ
の

中
か
ら
毎
月
約
１
�「
汚
れ
て
い

る
プ
ラ
」や「
塩
素
系
洗
剤
の
容

器
」「
プ
ラ
で
な
い
も
の
」な
ど
が

市
に
返
却
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
は「
た
だ
の
ご
み
」に
な
っ
て
い

ま
す
。さ
ら
に
、そ
の
ご
み
を
分
け

る
作
業
も
あ
る
た
め「
人
件
費
の

無
駄
」と
な
り
ま
す
。

　

分
別
を
き
ち
ん
と
し
て「
汚
れ

て
い
る
プ
ラ
」な
ど
は
入
れ
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
問　

環
境
課
環
境
班

　

�
内
線
２
１
６
２

▲年末・年始、収集日にご注意を

ゆぷと通信東松島市
健康増進センター

【営業時間】
　平　日/10：00～22：00
　土日祝/10：00～21：00
【問】�84-3855

25�プール復旧までの間
木曜日も通常営業（開館10：00～閉館22：00）いたします

　12月31日（水）～1月1日（木）は、休館させていただきます。

　１月２日（金）から通常営業いたします。

　１２月２４日（水）、２５日（木）にゆぷとご利用の方に素敵な

プレゼントを差し上げます。是非、ご利用ください。

休館（年末・年始）のお知らせ

クリスマスはゆぷとへ

運動プログラム
緊急増設！！
※詳しくは、ゆぷとスタッフまで

12月限定！入館料100円割引券
※本券１枚でお１人様１回限り有効。
※ご利用時は現金でお支払い下さい。
※本券を切り取りご持参下さい。
※有効期限：2008.12.30

運動教室開講
ジ ュ ニ ア
スイミング開講

運動教室開講期　　日

16：00～19：0013：30～14：30１２月４日（木）

19：00～20：0016：00～19：0013：30～14：30１２月１１日（木）

19：00～20：0016：00～19：0013：30～14：30１２月１８日（木）

16：00～19：00１２月２５日（木）

　「流水プールは」は、下記時間帯に運動教室開講のため、

利用できません。スパプール、幼児プールは利用できます。

※上記以外の時間帯は、流水プールをご使用いただけます。

流水プール利用について
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地
域
の
説
明
会
な
ど
で
も
よ
く

「
分
館
は
な
く
な
る
の
で
す
か
」と

質
問
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
分
館
の
精
神
と
活

動
を
継
承
し
な
が
ら
、名
称
が「
地

区
セ
ン
タ
ー
」に
変
わ
り
ま
す
。分

館
は
、公
民
館
条
例
に
基
づ
き
設

置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
４
月
か
ら
公
民
館
が

２１

市
民
セ
ン
タ
ー
に
な
り
ま
す
。そ

の
た
め
、市
公
民
館
条
例
も
廃
止

を
予
定
し
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と

に
よ
り
分
館
と
い
う
組
織
名
と
施

設
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

　

公
民
館
が「
市
民
セ
ン
タ
ー
」に

生
ま
れ
変
わ
る
と
同
時
に
、分
館
も

「
地
区
セ
ン
タ
ー
」に
変
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
地
域
自
治
組
織
で

つ
く
る
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
に

よ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で「
ど
の

よ
う
な
ま
ち
に
し
た
い
か
」を
自

分
た
ち
で
考
え
、ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の「
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
単
位
の
意

向
も
反
映
さ
れ
る
も
の
で
す
。い
ま

ま
で
の
活
動
の
中
で
、地
域
の
こ
と

を
理
解
し
、考
え
る
と
い
う
役
割

も
担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、こ
れ
ま
で

の
分
館
活
動
を
同
様
に
継
承
し
て

い
く
た
め
に「
地
区
セ
ン
タ
ー
長
」

「
生
涯
学
習
推
進
員
」と「
地
域
づ

く
り
推
進
員
」の
役
職
を
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

を
得
な
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、各
種
報
道
な
ど
で
は
、地

域
の
担
い
手
不
足
が
全
国
で
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
ち
づ
く
り

の
担
い
手
は
、市
民
の
皆
さ
ま
で

す
。役
職
が
つ
い
て
い
る
人
だ
け

で
な
く
、新
三
役
を
中
心
に
し
て

地
区
全
体
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
と
い
う
体
制
づ
く
り
こ
そ

が
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
姿
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

長年親しまれてきた地域の「分館」。今月は、

この分館について、市民の皆さんの疑問に

お答えします。

地域協働のまちづくり地域協働のまちづくり地域協働のまちづくり地域協働のまちづくり

地
区
セ
ン
タ
ー
と

し
て
ス
タ
ー
ト

分
館
はな

く
な
る
の
？

各
地
区
で

体
制
づ
く
り
を

　

こ
れ
ま
で
も
説
明
し
て
き
ま
し

た
が
、国
か
ら
の
お
金（
地
方
交
付

税
）が
削
減
さ
れ
、近
い
将
来
に
は

市
の
収
入
は
大
幅
な
減
少
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、市
と

し
て
も
他
の
役
職
同
様
、地
区
セ

ン
タ
ー
役
員
に
つ
い
て
も
行
財
政

改
革
の
一
環
で
１
名
削
減
せ
ざ
る

建
物
の
問
題

　

こ
れ
ま
で
分
館
施
設
と
し
て
活

動
の
拠
点
と
な
っ
て
い
る
建
物
に

は
、市
で
設
置
し
た
も
の
、地
域
の

方
々
が
お
金
を
出
し
合
っ
て
建
て

た
も
の
が
あ
り
ま
す
。市
で
設
置

し
た
建
物
は
、市
が
管
理
し
て
い

ま
す
の
で
市
費
で
負
担
し
て
い
ま

す
。地
域
が
設
置
し
た
も
の
は
、基

本
的
に
は
住
民
の
方
々
の
積
み
立

て
な
ど
で
賄
っ
て
い
ま
す
の
で
、

不
公
平
感
が
あ
り
ま
す
。

　

か
な
り
老
朽
化
し
て
き
て
い
る

建
物
も
あ
り
、こ
れ
ら
の
建
物
の

問
題
や
活
動
拠
点
施
設
の
整
備
や

維
持
管
理
経
費
な
ど
に
つ
い
て
、

平
成　

年
中
に
地
域
の
皆
様
方
と

２１

話
し
合
い
を
持
ち
な
が
ら
、決
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
問　

地
域
協
働
推
進
課
協
働
推

進
班　

�
内
線
１
２
４
３

公　民　館�
※社会教育法に基づき設置�

分館長�
分館主事�

分館体育主事�
会　計�

○○分館�
分館長�
分館主事�

分館体育主事�
会　計�

○△分館�
分館長�
分館主事�

分館体育主事�
会　計�

□○分館�

公民館条例によ
り分館を設置し、
施行規則により
分館役員を置く�

市民センター�
※社会教育法の事業活動支援及び�
　まちづくりの地域拠点として設置�

地区センター長�
地域づくり推進員�
生涯学習推進員�

○○地区センター�
地区センター長�
地域づくり推進員�
生涯学習推進員�

○△地区センター�
地区センター長�
地域づくり推進員�
生涯学習推進員�

□○地区センター�

市民センター
条例により地
区センターを
設置し、施行
規則により役
員を置く�

現 在�

平成21年度以降�
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赤井郵便局様斜め向かい�

新鮮 やさい・くだもの�

キョウエイ 赤井店�
東松島市赤井字川前参番152-20  電話 83-2881   FAX 83-7583東松島市赤井字川前参番152-20  電話 83-2881   FAX 83-7583㈱共栄産業青果�

営業日：月～土曜日　午前10：00～午後6：00

地元の米・野菜
で�

　　毎日げんき
！�

日曜日： 7 日・14日�
 21 日�

正月休み：1月1日～4日�

※22日～31日までは休まず�
　営業します�

12月の�
定休日�
12月の�
定休日�

デジタルテレビ放送を見るためには�

地上デジタル放送についての問い合わせ先�

たとえば､次のような手口の詐欺が発生しています。�

テレビの地デジ対応やアンテナ交換などを口実にした詐欺が発生しています。身におぼえのない工事や代金請求
にはご注意ください。�

■問　総務省地デジコールセンター�
　�0570-07-0101(ナビダイヤル)�
　I P電話などつながらない場合　�03-4334-1111

■問　BSデジタル放送お問い合わせセンター�
　�0570-01-2011(ナビダイヤル)�
　I P電話などつながらない場合　�045-345-4080

�
テレビの地デジ対応やアンテナ交換などを口実にした詐欺が発生しています。身におぼえのない工事や代金請求
にはご注意ください。�

　総務省やテレビ局の名前が書かれた手紙が届き、
「地上デジタル放送切りかえ助成金」が支給され
るので、手数料の支払いをするよう書かれている。�

　「テレビ局職員」「地上デジタルテレビ受信対策員」
を名乗る男が自宅に来て、受信工事やテレビの調
整代金の支払いを求める。�

このような請求を受けた場合は、すぐに支払わず矢本交番や消費生活相談員などにご相談ください。�
■問　石巻警察署矢本交番　�82-3150　　消費生活相談員　�内線1129

詐欺�
さ� ぎ�

地デジであなたをだます　　　 にご注意�地デジであなたをだます　　　 にご注意�！�！�

デジタル受信機器を用意しましょう� アンテナを確認しましょう�

デジタルチューナー内蔵テレビ�
（液晶テレビ・プラズマテレビなど）�

従来のアナログテレビ�
（ブラウン管テレビ）�

＋�

デジタルチューナー�

　または　�

デジタルチューナー内蔵録画機�

イ�

ロ�

ハ�

ニ�

（アナログテレビ）�
＋�

または�

地上デジタル放送を見るた
めには、UHFアンテナが必要
です。�
VHFアンテナ（従来のアナロ
グ放送用アンテナ）では写り
ません。�

BSデジタル放送を見るため
には、パラボラアンテナが必
要です�
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－生活情報－�

松島�

演歌・踊り・お笑い バラエティーショープラン�

キ　リ　ト　リ�

TEL 88－3411
お食事を召し上がりながら�
楽しいショーがご覧いただ�
けます。�

お食事 18時～　�
開　演 18時30分～�

9,800円� 4,000円�

12月16日（火）�
演歌・踊り・お笑い バラエティーショープラン�

・ご利用時間10時～20時�
・お一人につき100円割引いたします�
・この券は１枚につき４名様までご利用できます。�
・期間中は何度でもご利用いただけます。�
・他の割引との併用はできません。�
・利用期限平成20年12月30日まで�
　　　　　　　　　　　　　　　かんぽの宿松島�

キ　リ　ト　リ�

演
歌  

森
山  

愛
子�

演
歌  

秋
山  

涼
子�

◆健康づくり運動教室参加者募集◆

　国民年金保険料は、本人だけでなく、世帯主および配偶

者も連帯して納付する義務があります。家族の保険料を

納付した場合は、その金額が納付した方の所得税などの

控除対象となります。

　また、免除されていた期間の保険料や過去の納め忘れ

た保険料を納めた場合も含まれ、１月～12月までに納付

した保険料が申告の対象になります。

　未納になっている保険料があるときは年内に納付する

ようにしましょう。

年金保険料は､税金の
控除対象になります

■問　控除証明書専用ダイヤル　�０５７０－０７０－１１７

　　　（ＩＰ電話からは�０３－６７４８－８８８２）

　　　石巻社会保険事務所　�２２－５１１７

　申告の際添付する証明書として､１１月に社会保険庁よ

り「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を送ってい

ます。（１０月以降に今年初めて保険料を納付する方につい

ては来年の２月上旬に証明書が送付されます）年末調整

や確定申告には証明書が必要となりますので大切に保管

してください。

　証明書には、１月～９月末までに納付された保険料額

と年内に納付が見込まれる見込み額が記載されています。

後から納付した保険料がある場合には、納付した際の領

収書を添付して申告してください。

「社会保険料(国民年金保険料)控除証明書」

■締め切り　１２月１０日（水）１７時まで

■問･申し込み　国保健康課健康推進班　�内線３１０５

「ゆぷと」で楽しく健康づくりをしてみませんか

■内容　スタジオまたは流水プールでの運動プログラム

　１時間

■対象　市内在住で運動可能な６４歳以下の方

■参加料　３，０００円　毎週１回１０回コース（祝日実施）

■募集人数　各コース先着２０人（新規の方優先で応募多

数の場合抽選）

開催曜日時　間開催時期・コース

スタジオ　（月曜）
流水プール（木曜）

13時30分～①１月26日～昼の部

19時00分～②１月26日～夜の部

▲流水プールとスタジオで楽しく健康づくり



市報ひがしまつしま　12月号 26

市
立
幼
稚
園
園
児
再
募
集

　

平
成　

年
度
東
松
島
市
立
幼
稚

２１

園
入
園
を　

月
４
日
よ
り
受
け
付

１１

け
し
て
い
ま
す
が
、定
員
に
余
裕

が
あ
る
の
で
、追
加
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。

　

入
園
希
望
の
方
は
、直
接
各
幼

稚
園
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

野
蒜
駅
駐
車
場 

３
、０
０
０
円

■
締
め
切
り　
　

月　

日（
金
）

１２

１２

　

先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す

■
問　

建
設
課
都
市
計
画
班

　

�
内
線
１
２
７
２

み
や
ぎ
食
の
安
全
安
心 

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
募
集
中

　

県
が
行
う
食
の
安
全
安
心
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
講
習
会
な
ど

に
参
加
し
意
見
を
提
言
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

気
軽
に
登
録
で
き
ま
す
の
で
、詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象　

県
内
在
住
の　

歳
以
上

１８

■
問　

宮
城
県
環
境
生
活
部　

食

と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課

　

�　

－

　

－

２
６
４
１

０２２

２１１

H
P
h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.m
iy

a
g
i.jp
/sh
o
k
u
-k
/

※
木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
助
成

は
、募
集
件
数
に
達
し
た
た
め
、

今
年
度
の
申
込
み
は
締
め
切
り

ま
し
た
。

■
問　

建
設
課
建
築
営
繕
班

　

�
内
線
１
２
６
２

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ 

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成　

年
工
業
統
計
調
査
を　

２０

１２

月　

日
現
在
で
行
い
ま
す
。調
査

３１
の
実
施
に
つ
い
て
は
、本
年　

月
１２

か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員

が
伺
い
ま
す
。な
お
、調
査
票
に
記

入
し
た
内
容
は
統
計
法
に
基
づ
き

秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、正

確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
実
施
機
関　

経
済
産
業
省
、宮

城
県
、東
松
島
市

■
問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
総

務
班　

�
内
線
１
２
３
５

成
年
後
見
制
度
研
修
会

　

障
害
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が

不
十
分
な
方
、財
産
管
理
・
身
上
監

護
の
保
護
な
ど
が
必
要
な
障
害
者

の
方
や
家
族
を
対
象
と
し
た「
成

年
後
見
制
度
」の
研
修
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
、ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
の
で
、関
心
の
あ

る
方
は
、ぜ
ひ
、参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
　

月　

日（
土
）　

時
〜

１２

１３

１４

■
場
所　

石
巻
文
化
セ
ン
タ
ー

■
主
催　

石
巻
地
域
自
立
支
援
協

議
会

■
問　

福
祉
課
障
害
福
祉
班

　

�
内
線
１
１
９
２

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報知っ得情報

　
　
　

お
知
ら
せ

　
　
　
 
募　

集

○募集人数

大 曲
幼稚園

矢本中央
幼稚園

年　　　　齢

若干名若干名

４　歳　児
平成16年４月２日～

平成17年４月１日生まれ

若干名若干名

５　歳　児
平成15年４月２日～

平成16年４月１日生まれ

■
問　

各
幼
稚
園

　

矢
本
中
央　

�　

－

４
５
１
９

８２

　

大
曲　

�　

－

４
６
４
９　

８２

駅
前
駐
車
場
利
用
者
募
集

■
募
集
台
数

　

鹿
妻
駅
駐
車
場　
　
　

台
２０

　

陸
前
小
野
駅
駐
車
場　

４
台

　

野
蒜
駅
駐
車
場　
　
　

３
台

■
利
用
料
金（
月
極
／
月
額
）

　

鹿
妻
駅
駐
車
場 

２
、０
０
０
円

　

陸
前
小
野
駅
駐
車
場３、０

０
０
円

「
建
築
物
等
の
地
震
防
災

対
策
」助
成
制
度

　

木
造
住
宅
耐
震
診
断
お
よ
び
危

険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
除
却
の
助
成

事
業
の
申
請
を
受
け
付
け
し
て
い

ま
す
。

■
募
集
期
間　

①
木
造
住
宅
耐
震

診
断
助
成：

　

月　

日（
金
）ま
で

１２

２６

　

②
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
助

成：

随
時
受
け
付
け

■
申
請　

詳
し
く
は
、担
当
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

福祉灯油助成事業のお知らせ
　市では、灯油価格が依然として高値で推移しており、低所

得高齢者世帯などへの支援として、申請者へ暖房用灯油代

の助成を行います。

■助成対象者　次の1・2の要件を満たしている世帯

１）所得要件　平成２０年度の市民税（平成１９年中の所得を

基準）が全員非課税の世帯　※平成２０年１月２日以降

転入の方は、転入前の市町村から非課税証明書が必要

です。

２）対象　市内に居住し、１２月１日現在で市の住民基本台

帳に登録され、次の①～④のどれかに該当する世帯。

①生活保護世帯　②６５歳以上の高齢者のみの世帯　

③１８歳未満の子を養育する母子・父子世帯および児童

扶養手当受給世帯　④身体障害者手帳1・2級、療育手

帳Ａおよび精神保健福祉手帳１級の障害者世帯

■助成額　１世帯５,０００円（受付審査後１０日程度で指定口

座に振り込み。ただし、�ゆうちょ銀行は除く）

■申請期限　１月３０日（金）まで（土・日・祝日は除く）

■受付時間　８時３０分～１７時（生活保護受給世帯は申請不要）

■申請窓口　市社会福祉事務所、鳴瀬総合支所（窓口）、野

蒜出張所、各市民センター（各公民館内）

■問　福祉課健康福祉総務班　�内線1172・１１７３
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平
成　

年
度
版
農
業
日
誌
販
売

２０

　

農
業
日
誌
な
ど
が　

月
に
発
売

１２

さ
れ
ま
す
。購
入
希
望
の
方
は
、　１２

月　

日（
水
）ま
で
電
話
で
申
し
込

１７
み
く
だ
さ
い
。

◆
農
業
日
誌

Ｂ
６
版　

予
約
特
価
１
、４
０
０
円

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌

Ａ
４
版　

予
約
特
価
１
、４
０
０
円

◆
新
農
家
暦

Ａ
５
版　

予
約
特
価
４
７
０
円

■
問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
総

務
班　

�
内
線
１
２
３
５

平
成　

年
度
版
み
や
ぎ
手
帳
販
売

２０

　

み
や
ぎ
手
帳（
大
型
版　

円
）は
、

５００

　

月
４
日（
木
）か
ら
企
画
政
策
課

１２で
販
売
し
ま
す
。

■
問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班

　

�
内
線
１
２
３
５

運
転
免
許
証
が　

カ
ー
ド
化

IC

　

宮
城
県
で
は
平
成　

年
１
月
４

２１

日（
日
）か
ら
免
許
証
の
偽
造
・
変

造
の
防
止
や
免
許
証
を
持
っ
て
い

る
方
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
目

的
に
、免
許
証
が
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化

さ
れ
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
化
さ
れ
た
免
許
証

に
は
、身
分
証
明
書
と
し
て
使
用

す
る
際
や
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
内
の
個
人

情
報
を
保
護
の
た
め
暗
証
番
号
が

必
要
で
す
。１
月
４
日
以
降
に
更

新
手
続
き
な
ど
を
す
る
方
は
、４

桁
の
数
字
で
２
組
の
暗
証
番
号
を

申
請
書
に
記
載
・
申
告
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
に
よ
り
免
許
交
付

手
数
料
が　

円
加
算
さ
れ
ま
す
。

４５０

■
問　

県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

　

�　

－

　

－

３
６
０
１

０２２

３７３

岩
堂
沢
ダ
ム
、二
ッ
石
ダ
ム

「
ダ
ム
湖
」の
名
付
け
親
募
集

　

平
成　

年
度
か
ら
供
用
予
定
の

２２

２
つ
の
ダ
ム
湖
の
名
称
を
一
般
公

募
し
ま
す
。

■
募
集
内
容　

大
崎
市
、加
美
町

の
新
名
所
、憩
い
の
場
と
し
て

親
し
ま
れ
る
名
称
を
募
集

■
選
考　

優
秀
賞
１
編
、佳
作
４

編

　

入
選
者
に
は
、賞
状
と
記
念
品

■
応
募
対
象　

大
崎
市
、東
松
島

市
、加
美
町
、涌
谷
町
、美
里
町
、

色
麻
町
、松
島
町
の
住
民
お
よ

び
同
市
町
内
に
勤
務
す
る
方

■
締
め
切
り　

平
成　

年
１
月
９

２１

日（
金
）必
着

■
応
募
方
法　

①
ダ
ム
湖
名
称
は

「
○
○
湖
」と
付
け
、ダ
ム
名
と

そ
の
理
由
②
住
所
③
氏
名
④
年

齢
⑤
職
業
⑥
電
話
番
号
を
記
入

し
、郵
送
か　

ま
た
は
直
接
申

FAX

し
込
み

※
詳
し
く
は
、左
記
ま
で
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
・
応
募
先　

宮
城
県
大
崎
地

域
国
営
土
地
改
良
事
業
促
進
協

議
会

　

�
０
２
２
９－

　

－

５
０
５
０

２４

〒　

－

６
１
３
２　

大
崎
市
古

９８９
川
米
袋
字
唐
橋
３－

４

U
R
L
h
ttp
://w

w
w
.m
a
ff.g

o
.jp
/to
h
o
k
u
/t/se

ib
i/k
o
k
u

e
i/o
sa
k
i/in
d
e
x
.h
tm

み
や
ぎ
盲
ろ
う
児
・
者
友
の

会
設
立
記
念
講
演
会
開
催

　

み
や
ぎ
盲
ろ
う
児
・
者
友
の
会
設

立
を
記
念
し
、記
念
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。（
入
場
無
料
、先
着
順
）

■
日
時　
　

月　

日（
日
）　
　

時

１２

２１

１３

〜　

時　

分

１５

３０

■
場
所　

仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
２

階　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　

仙
台
市
青
葉
区
五
橋
２－

　

－

２

１２

■
主
催
・
問　

み
や
ぎ
盲
ろ
う
児
・

者
友
の
会（
事
務
局：

児
島
節

子
）

　
　

・　
　

－
　

－

０
８
２
１

TEL

FAX
０２２

２４３

1区画�1区画�
◆ＪＲ仙石線陸前小野駅のすぐ隣、通勤通学に便利です。� 495

全98区画を�
　 さらにお求めやすい価格で。�

東 松 島 市 牛 網 字 駅 前 二 丁 目 1 番 地 1
TEL 0225－86－1322　URL http://fureai.k2f.jp東松島市小野駅前土地区画整理組合�

495（65.90坪）�

万円より�
J R 仙 石 線 小 野 駅 前�J R 仙 石 線 小 野 駅 前�

さらに暮らしやすく、さらに便利になりました。�

ふ れ 愛 タ ウ ン 小 野 駅 前�

　旬の新鮮な野菜や魚介類・農産加工品など

おいしい地場産品と正月飾りを販売いたしま

す。また、無料試食コーナーやフリーマーケッ

トも同時開催します。

■日時　１２月２３日（火）１０時～１３時

■場所　奥松島運動公園

■問　商工観光課商工観光班　�内線２１２３
　

旬の市フリーマーケット出店者募集
　東松島旬の市フリーマーケットの出店者を

募集します。

■募集数　２０ブース

■締め切り　先着順で定数になり次第締め切

ります

■出店料　１，０００円（１ブースあたり）

■問　商工観光課商工観光班　�内線２１２３

地場産品
を 販 売 東松島旬の市
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支払いは�
カードで！！�

2 ・割引はハイオク・レギュラーガソリン、軽油の給油が対象です。�

・カード利用代金口座引落の際に、割引後の金額で引き落としと

なりますので、ご利用代金明細書によりご確認下さい。�

・利用代金明細書には割引前と割引後の金額が表示されます。�

ＪＡカードのお申込み�
お問い合わせは�

ご
注
意�

矢本支店：82－5153

赤井支店：82－3130

鳴瀬支店：87－2001

JA－SSで�
JAカード� で支払えば�

給油して�ガソリ
ン�

軽油を
�

円/ 割引いて精算されます。�

特
別
慰
労
品
の
贈
呈

　

平
成　

年
３
月　

日
で「
特
別

２１

３１

慰
労
品
」贈
呈
の
受
け
付
け
が
終

了
し
ま
す
。恩
給
欠
格
者
、戦
後
強

制
抑
留
者
、引
揚
者
で
、「
特
別
慰

労
品
」の
贈
呈
を
未
請
求
の
方
は
、

早
急
に
申
請
く
だ
さ
い（
遺
族
は

対
象
外
）。

■
対
象　

終
戦
の
日
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
外
地
で
生
活
し
て
戦

後
引
き
揚
げ
て
き
た
家
族
全
員

※
資
格
要
件
に
関
す
る
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
申
請
書
設
置
場
所　

福
祉
課
窓

口
■
問　

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念

事
業
特
別
基
金

　

�
０
１
２
０－

　

－

　
２３４

９３３

第　

回
人
権
週
間 

６０

－

　

月
４
日
〜　

日－

１２

１０

　

国
際
連
合
で
世
界
人
権
宣
言
が

採
択
さ
れ
た　

月　

日
を「
人
権

１２

１０

デ
ー
」と
定
め
、　

月
４
日
〜　

日

１２

１０

は
人
権
週
間
で
す
。人
権
週
間
に

は
、人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚

の
た
め
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。

＜

人
権
啓
発
活
動＞

■
日
時　
　

月
５
日（
金
）

１２

　
　

時
〜　

時

１６

１７

■
場
所　

ロ
ッ
ク
タ
ウ
ン
矢
本

■
主
催　

石
巻
人
権
擁
護
委
員
協

議
会

■
問　

市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
班

　

内
線
�
１
１
２
１

株
券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す

◆
平
成　

年
１
月
の
株
券
電
子
化

２１

に
よ
り
、上
場
会
社
の
株
券
は

無
効
に
な
り
金
融
機
関
で
電
子

管
理
さ
れ
ま
す
。

◆
お
手
元
の
株
券
が
電
子
化
に
よ

り
権
利
を
失
う
場
合
が
あ
る
の

で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問　

日
本
証
券
業
協
会

　

�　

－

３
６
６
７－

４
５
０
０

０３

Ｍ
Ｉ
Ａ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

外
国
か
ら
の
お
客
様
を
ご
自
宅

で
お
も
て
な
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
財
）宮
城
県
国
際
交
流
協
会（
通

称
Ｍ
Ｉ
Ａ
）で
は
、外
国
の
方
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
受
け
入
れ
る
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
て
い

ま
す
。ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、一
泊
二

日
か
ら
一
週
間
程
度
ま
で
様
々
で

す
が
、温
か
い
お
も
て
な
し
の
心

だ
け
で
特
別
な
準
備
は
な
に
も
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問　

（
財
）宮
城
県
国
際
交
流
協

会　

�　

－

　

－
３
７
９
６

０２２

２７５

知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報知っ得情報

■内容　野蒜海岸に初日の出を拝むため訪れた人た

ちに、１年の願い事を書いた凧を上げてもらいます。

■日時　平成２１年１月１日（木）　６時

■場所　野蒜海岸

■配布　凧１,０００個（無料）チャリティー募金箱設置

■おみくじ　大吉が出た方先着１０人にプレゼントあり

■主催　市商工会青年部

■問　市商工会　�８２-２０８８

　　　市商工会鳴瀬支所　�８７-２０２６

 延 びる 開  眼  多  幸  上 げ（野蒜海岸凧揚げ）まつり
の かい がん た こ あ

�
毎
年
恒
例
と
な
り
、
多
く

の
人
が
参
加
し
ま
す

石�のじょうとういつわ�
墓石�
建築貼り石�

　j上東五和�
東松島市牛網字駅前１丁目3－9�
（R45・JR小野駅前）�
TEL/0225(86)1131・FAX/0225(86)1132�
http://www.jotoitsuwa.com

TEL 87－3818Ｒ�
SPEEDY車検�

SPEEDY30分車検�SPEEDY30分車検�
TEL 87－3818

各社新車、中古車販売�

9鳴瀬畠山自動車�
FAX 87－3817

〒981－0303 東松島市小野字中央2－2

ファブリカ�

��

板 金 ・ 塗 装�

東松島小野店�

▲MIAではホームステイ
を募集
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こ
ど
も
の
心
理
相
談
会

　

子
育
て
の
心
配
事
、し
つ
け
の
仕

方
な
ど
に
つ
い
て
、心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
個
別
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
　

月　

日（
月
）

１２

１５

　
　

時
〜（
各　

分
ず
つ
）

１３

５０

■
場
所　

矢
本
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

■
担
当
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

今
野
広
子
心
理
士

■
申
し
込
み　
　

月
８
日（
月
）ま

１２

で
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

■
問　

国
保
健
康
課
健
康
推
進
班

　

�
内
線
３
１
０
４

心
の
健
康
相
談

　

イ
ラ
イ
ラ
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
の

悩
み
、ま
た
は
認
知
症
や
精
神
疾

患
で
相
談
し
た
い
こ
と
の
あ
る
方

は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
日　
　

月　

日（
木
）　

時
〜

１２

１１

１４

■
担
当
医　

赤
坂
病
院 

赤
坂
邦
氏

■
場
所　

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

■
申
込　
　

月
５
日（
金
）ま
で
に

１２

電
話
で
予
約
く
だ
さ
い

■
問　

福
祉
課
保
健
福
祉
総
務
班

　

�
内
線
１
１
７
３

宮
城
県
発
達
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー「
え
く
ぼ
」巡
回
相
談

　

言
葉
や
感
情
表
現
が
上
手
く
で

き
な
い
、相
手
の
気
持
ち
を
推
測

し
た
り
共
感
し
に
く
い
、集
団
の

ル
ー
ル
や
相
手
に
合
わ
せ
て
行
動

す
る
の
が
苦
手
な
ど
、悩
ん
で
い

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

本

人
、父

母
、幼

稚

園
・
保
育
園
・
学
校
の
先
生
な
ど

■
日
時　

１
月　

日（
木
）

15

　
　

時　

分
〜

13

３０

■
場
所　

東
ま
つ
し
ま
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー　

カ
ノ
ン

■
締
め
切
り　

相
談
日
の
１
週
間

前
ま
で
申
し
込
み（
定
員
は
先

着
順
）

■
問
・
申
し
込
み　

東
ま
つ
し
ま

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー　

カ

ノ
ン　

�　

－

１
５
７
１

８３

問合せ・申し込み先相 談 内 容場　　　　所日　　　　　時相 談 名

■問　市民課
　�内線1121

いじめ､暴力､隣近所とのもめ事､その
他人権に関する相談

市コミュニティセンター

１２月５日(金)　１０時～１５時人権相談

■問　総務課
　�内線1217

登記､相続､賃金不払い､成年後見､多重債務
（債権者１社につき１４０万円まで）などの相談

１２月１２日(金)　１０時～１５時
司法書士相談
（要電話予約）

■問　社会福祉協議会
　�83-2851

老人福祉など、老人の身の上に関する
相談

小野公民館１２月２日(火)　１０時～１５時
生活相談

老人福祉センター１２月１９日(金)　１０時～１５時

■問　総務課
　�内線1217

国の行政や、独立行政法人などの業務
に関する相談

小野公民館１２月２日(火)　１０時～１５時
行政相談

老人福祉センター１２月１９日(金)　１０時～１５時

【12月の各種特設相談】 相談者の秘密は厳守します。お気軽にご利用ください。

10年保証住宅・住宅防音工事・耐震改修工事・エクステリア�
広域住まいの改善相談（NPO）・住宅用火災報知機・�
高齢者、障害者住宅改善・みやぎ版住宅�

建設関連従事者の国民健康保険・労災保険・退職金制度�

 TEL 82－5978�
FAX 82－6748

宮城県建設業国民健康保険組合矢本支部�TEL 83－3572

東松島市矢本建設職組合�
TEL 82－6498

事 務 局�

東松島校�

チャンプ�で�
成績上がったよ�

0225-83-1401

好評受付中!!

チャンプ学習スクール� 検索�東松島校� （ゆぷと内）�

冬期講習受講生�

塩釜校/利府校/仙台東校/新富谷校/高校・個別部�

　
　
　

相　
　

談　宮城県では、多重債務問題取り組みの一環として、無料相

談会を開催します。（相談は１人あたり原則１時間３０分）

　借り入れが数社からある方、返済のために新たな借り入

れが必要な方など悩みを抱えている方は、ご相談ください。

　弁護士、司法書士、消費生活相談員が無料で相談に応じま

す。もちろん秘密は厳守します。

■相談会日程

■予約受付期間　１２月３日（水）～１０日（水）

　８時３０分～１７時１５分

■予約電話番号　�０２２-２１１-２５２３

■主催　宮城県多重債務問題対策会議

■後援　宮城県市長会、宮城県町村会

■問　宮城県環境生活部生活・文化課　�０２２-２１１-２５２３

　宮城県消費生活センター　�０２２-２６１-５１６１

定員場　　　　所開催日

３０人
宮城県消費生活センター
（宮城県婦人会館）

１２月１４日（日）

２０人県石巻合同庁舎　　１５日（月）

２０人県大崎合同庁舎　　１６日（火）

１０人県栗原合同庁舎　　１７日（水）

１０人県登米合同庁舎　　１８日（木）

２０人県大河原合同庁舎
　　１９日（金）

１０人県気仙沼合同庁舎

３０人
宮城県消費生活センター
（宮城県婦人会館）

　　２０日（土）

宮城県多重債務無料相談会
を開催します

12月14日（日）～20日（土）【要事前予約】
＜予約受付　12月3日（水）～10日（水）＞
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ヘルシーインフォメーション�

■□ 健康相談・予防接種のお知らせ □■

※該当外で接種希望の方は、ご連絡ください。
※予防接種の該当者には事前に予診票を送付します。予診票が届かない方と転入された方はご連絡ください。
※乳幼児の健康診査の日程は、生涯学習カレンダーまたは個人通知をご覧ください。 

■問　国保健康課健康推進班　�内線3103

会　　　場受付時間実施月日対　　象　　者行　　事

矢本子育て支援センター９：３０～１１：３０１２月９日（火）妊産婦および生後３ヶ月程度までの乳児妊産婦・赤ちゃん健康相談

矢本保健相談センター

１３：００～１３：３０１２月１９日（金）平成２０年８月２２日～９月１９日生B C G 予 防 接 種

９：００～９：２０１２月１７日（水）平成２０年５月生７ ヵ 月 健 康 相 談

１３：００～１３：２０１２月１７日（水）平成２０年２月生１０ ヵ 月 健 康 相 談

１３：００～１３：３０１２月２日（火）平成２０年４月～６月生　１回目三 種 混 合 予 防 接 種

１３：００～１３：３０１２月１１日（木）平成１４年１０月～１２月生　第２期麻しん風しん混合予防接種

９：３０～１１：３０１２月１６日（火）乳幼児およびその保護者の方子 ど も の 健 康 相 談

http://www.i-shinkin.co.jp

計画的にご利用いただける�
　 新しいタイプの教育ローンです�

しんき
ん�

教育ロ
ーン�学資応援団�！！！！�学資応援団�！！�

■□ 骨密度健診のお知らせ□■
　今年度も69歳以下の女性を対象に実施します。申込者には対象地区
記載の受診票をお送りします。ご都合により指定日に受診できない方
は、下記日程の都合の良い日に受診して下さい。

会　　　　　場受付時間実施月日

野蒜公民館　2階
９：００～１１：３０

12月3日(水)
１３：００～１５：００

鳴瀬保健相談センター
３階　講義研修室

９：００～１１：３０
12月4日(木)

１３：００～１５：００

■問　国保健康課健康推進班　�内線3102・3109

移動献血車がきます。

皆さんのご協力をお願いします。

献血にご協力願います

※今回の献血は、１６・１７歳の方は２００�献血を実施致します。
　１８歳以上の方は、４００�献血のみ実施致しますのでご了承
ください。

■問　国保健康課健康推進班　�内線3102・3109

会　　　　　場受付時間実施月日

ロックタウン矢本

１０：００～１２：００平成２０年
１２月１４日（日）１３：００～１６：００

１０：００～１２：００平成２１年
１月１１日（日）１３：００～１６：００

人間ドック・脳ドック実施中�歯周疾患健診実施中�

　市では、50歳の方を対象に人間ドック、48歳･53

歳の方を対象に脳ドック（どちらも基準日:平成21

年4月1日）を実施しています。��

　申込者には受診通知書を通知し、指定医療機関に

予約の上、受診していただきます。��

■実施期間　平成21年２月28日（土）まで��

■負担金　医療機関により異なります��

■問・申し込み　国保健康課健康推進班��

　　　　　　　 �内線3102･3109

　市では、40歳・50歳・60歳・70歳の方（基準：平成

21年４月１日）を対象に歯周疾患健診を実施してい

ます。申込者には受診通知書を通知し、市内歯科医

院に予約の上、受診していただきます。��

■実施期間　平成21年1月30日（金）まで�

■負担金　40･50･60歳→500円、70歳→100円��

■問・申し込み　国保健康課健康推進班��

　　　　　　　　�内線3102・3109

■広告を掲載しませんか■
　「市報ひがしまつしま」に掲載する広告を募集しています。広
告欄を使って、会社やグループをど～んと宣伝しませんか？
■掲 載 枠　第１種広告 10,000円（45mm×85mm）
　　　　　　第２種広告 20,000円（45mm×180mm）
■応募締切　掲載希望月号の前々月（土、日曜日または休日の

場合はその前日）
　例）２月号掲載…１２月２６日(金) ３月号掲載…１月３０日(金)
■問　企画政策課情報広報班  �内線1236
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（平成20年11月１日�

　　　 現在の住民基本台帳）�

男�

女�

計�
世帯数　14,955戸�
　　　　（　）内は前月比�

人（－ 17）�

人（－ 17）�

人（－ 34）�

21,377�

22,309�

43,686

市の人口�
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す
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画
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し
た
。
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自
然
の

中
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れ
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旬
」の
食
材
を
、皆
さ

ん
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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●
休
日
診
療
担
当
医
院
表
●

鳴　瀬　地　区矢　本　地　区小　　　児　　　科
月　　日

電　　話医　　院　　名電　　話医　　院　　名電　　話医　　院　　名

84-2868うつみレディスクリニック95-4121中山こどもクリニック１２／７（日）

87-3853鳴 瀬 中 央 医 院84-2323わ た な べ 整 形 外 科92-8805あいかわ小児クリニック１２／１４（日）

83-8830ししど内科クリニック22-1152阿部こどもクリニック１２／２１（日）

83-7373きくべえクリニック22-0208北 川 小 児 科 医 院１２／２３（火）

88-3737佐 幸 内 科82-7111真 壁 病 院92-7651佐久間眼科小児科医院１２／２８（日）

※救急医療機関として、市内では、真壁病院�82-7111、仙石病院（泌尿器科、脳神
経外科）�83-2111が24時間体制で救急患者の診療にあたっています。また、
石巻圏域では、石巻赤十字病院�21-7220、石巻市立病院�23-3200が、24時間
体制で救急患者の診療にあたっています。診療が必要な場合は、電話確認をし
てから受診されるようお願いします。

22-1152阿部こどもクリニック１２／２９（月）

22-0208北 川 小 児 科 医 院１２／３０（火）

92-7651佐久間眼科小児科医院１２／３１（水）

93-9693おおば小児クリニック１／１（木）

22-1714田 中 小 児 科 医 院１／２（金）

95-4121中山こどもクリニック１／３（土）

92-8805あいかわ小児クリニック１／４（日）
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宮城県最低賃金�

平成20年�
10月24日発効�

653円�
特定の産業には、産業別最低�
賃金が定められています。�

厚生労働省�
都道府県労働局・�
労働基準監督署�

December12月�12月�市民のカレンダー�市民のカレンダー� 12月１日～１月３日�～� ～�

情報広報班メールアドレス　koho @ city.higashimatsushima.miyagi.jp 
東松島市ホームページ　http://www.city.higashimatsushima.miyagi.jp

※市報掲載写真（JPGデータ）の提供を希望の方は、情報広報班
（�内線1238）までご連絡ください。データでお渡しします。

環境にやさしい植物性大豆油�
インキで印刷しています。�

土 ～SAT～金 ～FRI～木 ～THU～水 ～WED～火 ～TUE～月 ～MON～日 ～SUN～

6 ��5 �4 3 �2 1 
■おはなし会　�図 
　１５：００

■人権相談
　小野公民館
　１０：００

■図書館夜間開館
　～１９：００
■囲碁将棋のつどい
　�老 　１０：００

■おはなし会　�図 
　１１：００／１５：００

■市民課窓口延長
　～19：00
■生活・行政相談
　小野公民館
　１０：００
■ちびっこクラブ
　（中央幼）

■図書館休館日
■振替休業日（中央
幼・大曲幼）

13 ��12 �11 10 �987 ��
　

■クリスマスおはな
し会　�図 

　１１：００／１４：００

■司法書士相談
　小野公民館
　１０：００

■図書館夜間開館
　～１９：００
■囲碁将棋のつどい
　�老 　１０：００
■すこやか学級
　第７回学習会
　東コ　10：00

■おはなし会　�図 
　１５：００

■機能訓練　�老 
　９：３０～

■図書館休館日■紙芝居を作ろう
　�図 　１０：００
■クリスマスおゆう
ぎ会（はなぶさ、鳴
瀬幼）

20 ��19 �18 17 �1615 14 ��

■おはなし会　�図 
　１５：００

■生活・行政相談
　�老 　１０：００
■２学期終業式（矢
本一・鳴瀬二中）

■図書館夜間開館
　～１９：００
■囲碁将棋のつどい
　�老 　１０：００

■おはなし会　�図 
　１１：００／１５：００

■市民課窓口延長
　～19：00

■図書館休館日■クリスマス会（矢
本幼稚園）

■ゆきだるまマス
コットを作ろう

　�図 　10：00

27 26 �25 24 �23
天皇誕生日

22
　

21 ��

■図書館休館日
　～１／３
■宮戸交付所休み
　～１／４

■市役所仕事納め
■図書館休館（整理
日）

■図書館夜間開館
　～１９：００

■おはなし会　�図 
　１５：００

■図書館休館日
■東松島旬の市
　奥運　１０：００

■図書館休館日
■２学期終業式（市
内小学校、矢本二・
鳴瀬一中、市立幼
稚園、私立幼稚園）

■紙芝居を作ろう
　�図 　１０：００

3 2 1/1 
元　日

31 302928 
■延びる開眼多幸上
げまつり　野蒜海
岸　６：００

■嵯峨渓初日の出ク
ルーズ　６：４０

■縄文村歴史資料館
　リニューアル工事
　休館　～２／２８

東松島市から東松島市から
飲酒運転を根絶しよう飲酒運転を根絶しよう��

役　…市役所　　　　　　　　82-1111�

鳴総…鳴瀬総合支所　　　　　82-1111�

矢保…矢本保健相談センター　82-1123�

鳴保…鳴瀬保健相談センター　82-1111�

老　…老人福祉センター　　　83-2851�

矢子…矢本子育て支援センター84-2676�

鳴子…鳴瀬子育て支援センター87-2338�

図　…東松島市図書館　　　　82-1120�

縄文…奥松島縄文村歴史資料館88-3927�

蔵　…蔵しっくパーク　　　　84-1770

市
役
所
ほ
か�

東コ…東松島市ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ　　82-6969�

曲コ…大曲地区ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ　　82-5965

市体…市民体育館　　　　　　82-9030�

赤体…赤井地区体育館　　　　82-6803�

矢運…矢本運動公園　　　　　82-6804�

鷹来…鷹来の森運動公園　　　82-1101�

奥運…奥松島運動公園　�

　　　　　 (バウンズ88含む)　88-4588�

健増…健康増進センター　　　84-3855

コ
ミ
セ
ン�

体
育
施
設�

お問い合わせはこちら�

�

Ａ …市民体育館�

Ｂ …バウンズ88�
　　　19～21時�
Ｃ …赤井地区体育館�
　　　９～12時、13～17時�
 D  …テニスコート�
      （矢本運動公園）�
　金：9～21時、日：9～18時�
�

体育施設一般開放日�

※日時を変更する場合があ
ります。問い合わせは、ス
ポーツ振興班（市体育館）
�82-9030まで�

環境に配慮し再生紙
を使用しています


